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日
本
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國
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會
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第
四
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七
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一
六
四

清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

根
ケ
山

徹

一

 
明
末
の
劇
作
家
湯
顯
租
(
一
五
五
〇
～
一
六
一
六
)
の
『
還
魂
記
』
は
、
才
子
柳

夢
梅
と
適
適
の
令
嬢
杜
麗
娘
と
の
生
死
を
越
え
た
情
を
題
材
と
す
る
稀
代
の
名
品

と
し
て
、
後
世
に
ま
で
名
を
と
ど
め
た
明
代
傳
奇
で
あ
る
。
一
白
の
完
成
を
み
た

萬
暦
二
十
六
年
(
一
五
九
八
)
以
降
、
明
末
だ
け
で
も
敷
種
類
の
版
本
が
上
梓
さ

 
 
 
 
 
 
 
 

れ
て
い
る
こ
と
、
『
月
露
音
』
『
詞
林
逸
響
』
『
萬
整
清
音
』
『
恰
春
著
』
『
纏
頭
百

選
二
集
』
『
珊
珊
集
』
『
玄
雪
譜
』
『
酔
恰
情
』
『
來
鳳
館
古
今
釣
縄
』
な
ど
の
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

末
清
初
に
上
梓
さ
れ
た
戯
曲
の
摺
本
に
散
士
が
多
望
輯
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

沈
環
、
呂
差
縄
、
藏
想
循
、
六
夢
龍
の
よ
う
に
上
演
に
適
さ
な
い
と
見
な
し
て
改

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

本
を
作
る
後
人
が
現
わ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
當
時
の
讃
書
人
層
が
該
書
に
鐘

め
ら
れ
た
華
麗
な
曲
解
に
心
を
奪
わ
れ
た
の
は
、
観
劇
の
み
に
よ
っ
て
で
は
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の
逸
書
人
性
の
場
合
と
は
些
か
様
相
を
異
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
乾
隆
年
間
の

『
刀
自
袈
』
や
道
光
年
間
の
『
審
音
堕
古
録
』
に
輯
録
さ
れ
る
散
齢
を
通
し
て
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
り
ふ

演
の
實
態
を
窺
う
と
、
曲
僻
や
白
に
お
い
て
原
作
と
は
か
な
り
の
異
同
の
生
じ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
上
梓
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庶
民
階
層
の
み
を
樹
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

内
容
的
に
は
む
し
ろ
庶
民
の
好
尚
を
傳
え
て
お
り
、
當
時
、
庶
民
向
け
の
上
演
も

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
豫
測
で
き
る
。

 
さ
て
、
『
綴
白
裏
』
は
そ
も
そ
も
は
明
夕
の
当
芋
主
人
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た

散
駒
集
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
敷
次
に
わ
た
る
増
訂
補
修
を
経
た
も
の
の
ご
と
く

で
あ
り
、
現
在
一
般
に
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
通
行
本
十
二
編
は
、
乾
隆
二
十

九
年
(
一
七
六
四
)
か
ら
同
三
十
九
年
置
一
七
七
四
)
に
至
る
ま
で
の
十
一
年
を
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
て
銭
徳
蒼
が
蘇
州
の
寳
仁
堂
か
ら
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
回
書
が
戯
曲
の
原

作
に
依
淫
し
な
が
ら
も
新
た
な
内
容
、
す
な
わ
ち
壁
際
の
上
演
に
基
づ
い
て
情
節

の
記
録
に
重
き
を
置
き
、
あ
る
い
は
上
演
や
観
劇
の
便
に
供
す
べ
く
編
ま
れ
た
も

 
 
 
 
 
 
 
 

の
で
あ
る
こ
と
は
、
李
克
明
の
「
綴
白
玉
新
集
序
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
ご
と
く

で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ら

 
 
く
、
僅
か
に
人
の
心
目
を
悦
ば
し
む
る
の
み
に
非
ず
、
深
く
後
に
起
る
も
の

 
 
を
醒
翻
せ
し
む
る
可
き
も
の
に
し
て
、
豊
に
鑑
史
豊
町
の
人
を
踊
ら
せ
検
を

 
 
蕩
せ
し
む
る
も
の
と
例
を
同
じ
く
し
て
語
ら
ん
や
。
第
だ
其
の
中
の
書
取
損

 
 
盆
は
、
猫
ほ
未
だ
美
を
蓋
く
さ
ず
。
乾
瓢
癸
未
の
夏
、
酔
言
流
思
直
り
、
繁

 
 
を
罵
り
漏
を
補
ひ
、
其
の
奮
に
循
ひ
復
た
其
の
新
を
綴
り
、
當
世
の
音
を
知

 
 
る
者
に
講
ら
か
に
せ
ん
と
欲
論
酬

 
一
方
、
『
審
音
盤
追
録
』
は
王
縫
善
が
北
京
で
入
手
し
、
後
に
江
南
に
持
ち
齢



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ね

っ
て
補
訂
を
加
え
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
道
光
十
四
年
(
一
八
三
四
)
の
琴
隠
男

の
序
文
に
も
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
笹
書
に
は
演
唱
や
演
技
上
の
指
示
な
ど
實
際

の
上
演
に
際
し
て
の
微
細
な
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
上
演
に
供
す
る

こ
と
の
み
を
意
馨
し
た
脚
本
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
 
東
郷
の
王
子
綴
善
、
偶
ζ
京
師
に
干
て
『
審
一
重
古
録
』
一
編
を
得
た
り
。

 
 
劇
六
十
六
折
を
選
び
、
細
定
評
注
す
。
曲
に
は
則
ち
抑
揚
頓
挫
あ
り
、
白
に

 
 
は
則
ち
緩
急
高
低
あ
り
、
容
に
は
則
ち
周
旋
進
退
あ
り
て
、
曲
折
 
神
を
傳

 
 
へ
、
展
巻
 
畢
く
現
は
れ
ざ
る
は
莫
し
。
記
拍
・
正
宮
・
辮
講
・
謹
謬
、
鉄

 
 
 
 
あ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
か

 
 
黍
を
較
ら
か
に
し
て
芒
秒
を
析
つ
に
至
り
て
は
、
亦
復
た
大
い
に
苦
心
を
具

 
 
へ
、
謂
へ
ら
く
、
奄
ち
三
長
あ
り
て
不
易
の
指
南
と
聾
し
て
可
な
り
、
と
。

 
 
…
愛
に
輯
轄
と
し
て
原
板
を
購
ひ
得
、
江
南
に
捲
へ
瞬
り
、
赴
く
補
離
を
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
と
し
て
、
便
ち
同
好
に
公
に
す
。

 
断
書
間
に
は
出
版
に
至
る
経
緯
や
、
實
際
の
上
演
を
記
録
し
た
散
翻
集
か
、
上

演
時
の
演
出
を
考
慮
に
入
れ
た
脚
本
か
、
と
い
う
編
纂
の
目
的
に
お
い
て
相
違
は

見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
と
も
に
舞
毫
で
の
上
演
を
強
く
意
識
し
た
脚
本
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
雨
書
と
も
に
江
南
で
上
梓
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
開
白
、
す
な
わ
ち
蜜
語
の
白
の
混
入
さ
れ
る
箇
所
が
存
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け

『
審
音
堕
古
録
』
の
総
批
や
眉
批
に
は
揚
州
の
俳
優
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

 
 
 
へ
 
 

こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
江
南
、
特
に
蘇
州
、
揚
州
一
帯
で
の
上
演
の
實
態
を
傳
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
活
字
化
さ
れ
た
資
料
が
乾
隆
・
道
光
年
間
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
實
際
に
は
明
末
か
ら
道
光
に
至
る
ま
で
の

戯
曲
上
演
の
内
容
を
と
ど
め
て
い
よ
う
。

 
さ
て
『
還
魂
記
』
は
博
く
愛
好
さ
れ
、
滋
強
の
痕
跡
を
遺
す
脚
本
が
存
在
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
客
層
の
差
異
に
基
づ
く
脚
本
の
分
化
が
既
に
一
翼
の
絡
了

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
見
た
時
期
に
完
成
さ
れ
た
こ
と
、
毘
山
腔
で
の
上
演
が
通
例
で
あ
っ
た
こ
と
な

清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
原
作
が
時
代
の
推
移
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
韓
化
し
た
か
に

つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 
そ
こ
で
本
稿
は
、
挙
手
、
閑
却
さ
れ
て
き
た
『
還
魂
記
』
の
重
工
、
と
り
わ
け

專
ら
讃
書
人
を
封
象
と
す
る
原
作
か
ら
、
庶
民
を
主
た
る
観
客
層
に
据
え
る
脚
本

へ
の
憂
欝
の
實
態
に
つ
い
て
、
『
綴
白
裏
』
『
審
音
豊
古
諺
』
の
爾
中
本
に
基
づ
き

な
が
ら
、
そ
の
肚
會
的
な
背
景
を
考
慮
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

二

 
清
代
乾
隆
・
道
光
年
間
の
改
本
に
お
け
る
顯
著
な
起
筆
は
、
構
成
、
曲
白
の
増

刷
、
情
節
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
三
重
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

考
氏
翌
�
ﾁ
え
て
ゆ
く
も
の
と
す
る
け
れ
ど
も
、
爾
改
本
に
輯
録
さ
れ
る
散
駒
が
完

全
に
は
一
致
し
な
い
た
め
、
原
作
と
そ
の
憂
改
に
つ
い
て
通
時
的
に
論
じ
得
な
い

 
 
 
 
 
ね
 

場
合
も
あ
る
。

 
(
一
)
 
構
成
の
攣
改

 
聖
代
改
本
に
は
原
作
の
二
段
を
接
合
し
て
一
働
と
す
る
も
の
、
原
作
の
一
鶴
を

細
分
し
て
二
駒
に
分
か
つ
も
の
が
あ
る
。

 
『
綴
白
装
』
四
望
、
及
び
『
審
音
三
朝
録
』
の
「
聖
堂
」
は
、
原
作
の
第
九
齢

「
粛
苑
」
の
【
一
江
風
】
と
、
第
七
鮪
「
閏
塾
」
の
【
平
地
遊
】
【
捕
角
児
】
【
前
廊
】

【
前
盛
】
【
筆
返
】
の
五
曲
全
て
を
合
わ
せ
て
一
葉
に
再
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
先
ず
は
「
粛
苑
」
の
一
部
を
借
り
、
同
時
に
新
た
な
白
を
加
え
て
状

況
の
説
明
を
し
、
そ
の
上
で
導
電
娘
が
家
庭
教
師
の
陳
最
良
に
『
詩
経
』
を
學
ぶ

場
面
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
に
鰯
れ
た
薦
夢
龍
に
よ
る
改
本

『
風
流
夢
』
第
五
折
「
傳
経
習
字
」
は
、
や
は
り
原
作
の
「
愚
慮
」
と
「
霊
屋
」

一
六
五



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
七
集

を
合
わ
せ
た
内
容
で
あ
り
、
清
代
改
本
の
構
成
は
こ
れ
を
襲
用
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
曲
僻
の
殆
ど
は
原
作
に
沿
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
一
部
は
凋
夢
龍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
 

改
本
と
前
掲
減
想
循
改
本
を
用
い
て
い
る
。

 
『
三
白
嚢
』
初
編
「
拾
書
」
(
原
作
第
二
十
四
鮪
「
拾
甕
」
)
と
同
「
叫
書
」
(
同
第
二

十
六
鶴
「
玩
眞
」
)
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
は
一
鷹
は
濁
立
し
た
賄
で
は
あ
る
も
の

の
、
梅
花
電
観
で
静
養
す
る
柳
夢
梅
が
杜
麗
娘
の
春
容
を
拾
っ
て
亡
い
を
寄
せ
る

と
い
う
情
節
に
焦
黙
を
絞
り
、
途
中
の
曲
白
に
大
幅
な
刷
改
を
加
え
て
、
あ
た
か

も
一
一
の
ご
と
く
に
仕
立
て
直
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
憂
改
は
原

作
と
漏
夢
龍
改
本
の
讐
方
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 
原
作
の
第
十
齢
「
驚
夢
」
は
、
豊
代
改
本
で
は
「
遊
園
」
と
「
驚
夢
」
に
二
分

さ
れ
て
い
る
。
四
品
で
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
原
作
を
基
準
と
し
て
、
○
は

同
一
曲
牌
の
存
在
を
、
×
は
訣
落
を
示
す
。
)

原
作

『
綴
白
裏
』
四
編

『
審
音
三
一
録
』

【
邊
池
遊
】

【
歩
歩
嬌
】

【
酔
扶
齢
】

【
皇
羅
抱
】

【
好
姐
姐
】

【
隔
尾
】

【
山
披
羊
】

【
山
桃
紅
】

××

○○○
○

○○
(
【
尾
聲
】
)

○○
××

遊
園

驚

○
(
【
遠
地
遊
】
)

○
○

○
○

○○○【
出
隊
子
】

【
豊
駅
亭
】

遊
園

 
×

【
飽
老
催
】

 
×

 
×

【
山
桃
紅
】

【
綿
搭
紫
】

【
尾
聲
】

 
×

 
○

【
讐
聲
子
】

 
×

 
○

 
○

 
○

夢

一
六
六

【
滴
孟
子
】

○
×

【
五
般
宜
】

○○○

驚
夢

 
『
綴
白
嚢
』
で
は
杜
麗
娘
が
春
香
と
後
花
園
を
散
策
し
春
情
を
齪
さ
れ
る
場
面

を
「
遊
園
」
、
夢
の
中
で
柳
夢
梅
と
の
歓
會
を
果
た
す
場
面
を
「
驚
夢
」
と
し
、

『
審
音
堕
古
事
』
で
は
後
花
園
散
策
の
場
面
を
「
遊
園
」
、
花
神
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
夢
の
世
界
で
の
柳
夢
梅
と
の
緻
會
の
場
面
を
「
驚
夢
」
と
し
て
濁
立
さ
せ
、
情

節
の
轄
換
を
よ
り
明
瞭
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
項
で
論
ず
る
よ
う
に
、
こ
の

分
節
は
新
た
な
曲
や
登
場
人
物
を
加
え
た
た
め
敢
え
て
分
か
つ
必
要
が
生
じ
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 
と
も
あ
れ
、
戯
曲
は
全
篇
を
通
し
て
上
演
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
に
は
観
客

の
耳
目
の
欲
を
適
わ
し
め
る
場
面
を
い
わ
ゆ
る
折
子
戯
と
し
て
軍
濁
で
行
っ
て
い

た
が
た
め
に
、
情
節
の
展
開
を
明
瞭
に
し
、
観
客
の
理
解
を
助
け
る
べ
く
、
こ
う

し
た
憂
改
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
(
二
)
 
曲
白
の
増
副

 
清
代
改
本
に
は
原
作
に
見
え
な
い
曲
を
新
た
に
加
え
る
も
の
、

去
す
る
も
の
、
原
作
に
見
え
な
い
白
を
加
え
る
も
の
が
あ
る
。

a
、
新
た
な
曲
を
増
入
す
る
も
の

原
作
の
曲
を
刷



 
杜
麗
娘
と
柳
夢
梅
と
の
夢
の
中
で
の
出
來
事
を
描
く
「
驚
夢
」
(
原
作
第
十
餉

「
驚
夢
」
)
に
『
三
白
嚢
』
四
重
で
は
一
曲
、
『
審
音
豊
古
録
』
で
は
四
曲
ほ
ど
新

た
な
曲
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
，

 
『
綴
白
雪
』
で
は
、
才
子
佳
人
の
夢
の
中
で
の
出
善
い
が
い
ず
れ
賢
愚
の
も
の

と
な
る
こ
と
を
花
紳
が
謬
言
す
る
【
難
戦
催
】
の
後
に
、
更
に
二
人
の
姻
縁
が
宿

分
で
あ
る
こ
と
を
花
紳
が
唱
う
【
箋
聲
子
】
を
加
え
た
上
で
、
柳
夢
梅
が
杜
麗
娘

と
過
ご
し
た
ひ
と
と
き
を
回
顧
す
る
【
山
桃
紅
】
に
績
け
る
、
と
い
う
形
を
と
っ

て
い
る
。

 
 
【
讐
鮎
子
】
柳
夢
梅
、
論
証
梅
、
夢
野
裏
成
苗
春
。
杜
下
屋
、
杜
麗
娘
、
勾

 
 
引
得
香
魂
臥
。
雨
下
姻
縁
非
偶
然
。
羨
夢
裡
相
逢
、
夢
裡
全
歓
。

 
 
花
神
:
柳
夢
梅
、
鋤
簾
梅
、
夢
の
中
に
姻
春
を
成
す
。
杜
麗
娘
、
杜
麗
娘
、

 
 
 
誘
は
れ
て
香
魂
齪
さ
る
。
二
方
の
姻
縁
は
偶
然
に
非
ず
。
夢
の
中
に
相
逢

 
 
 
ひ
て
、
夢
の
中
に
て
激
び
を
同
じ
う
す
る
は
羨
ま
し
。

 
ち
な
み
に
、
乾
隆
五
十
七
年
(
一
七
九
二
)
刊
の
葉
堂
『
牡
丹
亭
全
点
』
(
『
納
書

 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 

盈
玉
茗
堂
曲
譜
』
所
要
)
巻
上
「
驚
夢
」
【
飽
老
催
】
の
血
肝
に
は
、
こ
の
曲
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
 
俗
に
【
笠
聲
子
】
を
増
す
も
、
鄙
狸
に
し
て
厭
ふ
写
し
、
今
 
録
さ
ず
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
『
審
音
自
暴
録
』
に
は
更
に
新
し
い
演
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
花
紳
の
存
在

が
『
綴
白
裏
』
以
上
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
冒
頭
に
杜
麗
娘
と
柳
夢
梅
の
夢

の
中
で
の
激
會
が
、
花
神
自
ら
の
設
定
に
な
る
こ
と
を
唱
う
曲
を
置
く
。

 
 
【
出
童
子
】
勝
論
轍
白
、
競
向
東
風
次
第
開
。
願
駿
馬
帝
護
両
蓋
、
莫
遣
紛

 
 
紛
黙
翠
苔
。
把
夢
裏
姻
縁
、
.
 
護
付
秀
才
。

 
 
閏
月
花
神
・
大
花
紳
・
花
神
:
鮮
や
か
な
紅
、
淡
く
白
き
花
、
競
ひ
て
東
風

 
 
 
に
向
か
ひ
次
第
に
開
く
。
願
は
く
は
青
帝
を
し
て
根
亥
を
護
ら
せ
、
紛
紛

 
 
 
と
し
て
翠
苔
に
鮎
ぜ
し
む
る
幽
き
こ
と
を
。
夢
の
中
の
姻
縁
を
、
秀
才
に

清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
愛

 
 
 
賜
は
ん
。

 
こ
の
唱
に
績
け
て
花
紳
が
自
己
紹
介
す
る
白
を
述
べ
た
後
に
、
二
人
を
恩
遇
に

導
き
、
そ
れ
を
讃
美
す
る
曲
を
連
ね
る
。

 
 
【
書
眉
序
】
好
景
螢
陽
極
、
萬
紫
千
紅
蓋
開
遍
。
浦
離
豪
男
硯
、
盛
儀
霞
鮮
。

 
 
督
春
型
連
夜
芳
菲
、
態
莫
待
曉
風
吹
額
。
［
合
］
爲
佳
人
才
子
下
縫
維
、
夢

 
 
見
中
十
分
激
伸
。

 
 
花
神
:
う
ら
ら
か
な
る
春
の
日
和
の
良
き
景
致
、
萬
紫
千
丁
 
蓋
く
嘆
き
誇

 
 
 
る
。
離
欄
・
寳
珠
の
階
に
、
雲
涌
き
起
こ
り
霞
鮮
や
か
。
春
の
工
を
促
し

 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
 
 
ひ
ら

 
 
 
て
、
連
夜
 
芳
 
菲
か
し
め
、
曉
風
に
吹
か
れ
て
そ
よ
ぐ
に
ま
か
せ
ん
。

 
 
 
〔
合
唱
〕
佳
人
才
子
の
戯
れ
遊
び
、
夢
の
中
の
歓
び
に
浸
ら
ん
こ
と
を
。

 
 
【
桜
干
子
】
湖
山
絆
、
湖
山
畔
、
雲
纏
雨
懸
。
離
欄
外
、
離
欄
外
、
錦
籏
翠

 
 
耕
。
惹
下
寸
評
蝶
懸
。
三
生
石
上
縁
、
一
因
夢
幻
。
一
定
率
青
、
爾
下
蓬

 
 
然
。

 
 
花
曇
:
湖
山
の
眸
、
湖
山
の
畔
に
、
雲
雨
の
惰
 
深
ま
り
ぬ
。
善
書
の
外
、

 
 
 
離
欄
の
外
に
、
情
纏
綿
た
り
。
そ
は
蜂
の
愁
ひ
蝶
の
懸
慕
を
惹
き
お
こ

 
 
 
す
。
三
生
石
上
の
縁
は
、
都
て
夢
幻
に
因
る
。
 
一
た
び
華
青
に
枕
す
れ

 
 
 
ば
、
三
方
と
も
に
驚
き
ぬ
。

 
績
く
【
飽
老
催
】
の
後
に
は
、
漱
會
の
罰
俸
に
浸
る
二
人
の
様
を
唱
う
曲
を
加

え
て
い
る
。

 
 
【
五
般
宜
】
一
箇
兎
翌
冬
昏
夢
魂
顛
、
 
一
箇
心
就
競
麗
下
堀
。
 
一
箇
巫
山
女

 
 
 
三
雲
雨
天
、
一
箇
桃
花
浪
逐
紅
塵
流
遠
。
一
箇
精
聯
試
軟
、
一
箇
漱
娯
恨

 
 
淺
。
爾
下
裏
萬
種
恩
情
、
只
有
落
花
児
早
一
會
韓
。

 
 
花
野
:
片
や
朦
朧
と
し
て
氣
も
そ
ぞ
ろ
、
片
や
お
の
の
き
な
が
ら
も
憐
情
牽

 
 
 
か
る
。
片
や
巫
山
の
女
 
雲
雨
の
歓
び
の
う
ち
に
、
片
や
懐
ひ
は
彼
方

 
 
 
浮
世
を
離
る
。
片
や
心
無
き
も
、
片
や
激
び
の
短
き
を
恨
む
。
箋
方
と
も

一
六
七



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
七
集

 
 
 
に
敷
多
の
恩
情
懐
け
ど
も
、
た
だ
時
の
過
ぎ
ゆ
く
こ
と
花
の
落
つ
る
に
似

 
 
 
て
速
や
か
な
り
。

 
ち
な
み
に
、
こ
の
【
五
般
宜
】
は
前
掲
「
學
堂
」
の
場
合
と
同
様
に
馬
簾
龍
改

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 

本
第
七
折
「
夢
感
春
情
」
の
二
曲
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
審
音
豊
門

録
』
「
驚
夢
」
の
【
出
除
子
】
か
ら
【
五
豊
野
】
ま
で
の
五
曲
は
、
前
掲
『
牡
丹

亭
全
譜
』
巻
末
に
「
俗
増
堆
花
」
と
し
て
輯
録
さ
れ
、
乾
隆
五
十
四
年
(
一
七
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

九
)
刊
の
沈
二
百
『
牡
丹
亭
曲
譜
』
(
『
吟
香
堂
曲
譜
』
所
牧
)
に
は
『
審
音
豊
古

録
』
「
驚
夢
」
の
五
曲
に
『
綴
白
重
』
の
【
箋
面
子
】
を
加
え
て
「
附
堆
花
」
と

し
て
輯
録
し
て
い
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
新
た
に
混
入
さ
れ
た
曲
は
『
綴
白
々
』
『
審
音
堕
古
録
』
と

も
に
花
紳
の
唱
で
あ
り
、
後
述
す
る
睡
魔
神
の
登
場
と
も
乱
獲
し
て
、
杜
日
銀
と

柳
夢
梅
が
夢
の
中
で
契
り
を
結
ぶ
、
と
い
う
情
誼
が
花
神
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

こ
と
を
原
作
よ
り
強
調
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
増
入
さ
れ
た
曲
に
つ
い

て
葉
隠
が
「
俗
増
」
と
訳
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
乾
隆
年
聞
に
は
既

に
巷
間
で
通
行
し
て
い
た
憂
改
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
敲
情
的
な
曲
を
連
ね

な
が
ら
才
子
佳
人
の
夢
の
中
で
の
幻
想
的
な
鰍
會
を
描
き
、
そ
れ
を
契
求
翌
ﾆ
し
て

以
後
の
情
節
が
展
開
す
る
原
作
と
は
異
な
り
、
清
代
改
訳
で
は
花
紳
と
い
う
虚
構

の
存
在
の
力
を
借
り
て
男
女
が
漱
會
を
果
た
す
と
い
う
黙
に
の
み
重
き
を
温
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 

た
、
叙
事
性
の
高
い
通
俗
的
な
演
出
に
攣
改
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
外
の
顯
著
な
攣
改
と
し
て
は
、
原
作
第
五
十
三
鮪
「
硬
拷
」
の
末
尾
に
お

い
て
津
島
及
第
の
宴
席
に
赴
く
柳
夢
梅
が
唱
う
【
北
尾
】
と
、
杜
寳
が
杜
麗
娘
再

生
の
是
非
を
明
ら
か
に
す
べ
く
皇
帝
へ
の
奏
上
を
決
心
す
る
白
が
全
て
制
海
さ

れ
、
か
わ
り
に
『
面
白
袋
』
十
二
編
「
吊
打
」
で
は
事
の
怪
異
さ
を
誘
っ
て
杜
寳

が
唱
う
【
尾
】
の
、
『
心
音
豊
古
録
』
「
追
打
」
で
も
曲
僻
は
異
な
る
も
の
の
同
じ

内
容
の
【
南
尾
聲
】
の
増
入
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

＝
ハ
八

 
 
b
、
原
作
の
曲
を
捌
去
す
る
も
の

 
原
作
に
お
い
て
情
節
の
煤
莱
ｽ
に
か
か
わ
ら
ず
重
暦
的
に
連
ね
ら
れ
る
曲
管
は
、

清
張
改
編
で
は
概
ね
制
省
、
整
理
が
指
向
さ
れ
る
。

 
『
綴
白
装
』
四
編
・
『
審
音
池
心
録
』
の
「
尋
夢
」
(
原
作
第
十
二
齢
「
尋
夢
」
)
に

お
い
て
は
、
杜
麗
娘
が
六
夢
梅
と
の
漱
會
を
追
懐
す
る
と
い
う
内
容
に
限
定
さ
れ

る
。
た
め
に
『
綴
白
嚢
』
で
は
春
香
が
唱
う
冒
頭
の
【
夜
遊
宮
】
、
杜
麗
娘
の
揺

れ
る
心
を
唱
う
【
月
高
見
】
の
二
曲
目
と
【
瀬
書
眉
】
の
二
曲
目
、
及
び
【
川
船

樟
】
の
二
、
三
曲
目
が
完
全
に
側
去
さ
れ
る
か
大
幅
に
山
砦
さ
れ
、
原
作
の
二
十

曲
か
ら
十
六
曲
に
纏
め
直
さ
れ
て
い
る
。
『
審
音
豊
古
録
』
で
は
冒
頭
の
【
夜
遊

宮
】
以
外
の
側
去
は
な
い
。

 
『
綴
白
裏
』
十
二
編
・
『
審
音
鏡
胴
録
』
の
「
離
魂
」
(
原
作
第
二
十
鶴
「
闇
脇
」
)

は
原
作
の
同
齢
冒
頭
か
ら
十
二
曲
目
ま
で
の
部
分
に
相
応
す
る
。
『
基
督
袋
』
で

は
春
香
の
登
場
に
際
し
て
冒
頭
に
置
か
れ
る
【
金
瀧
聰
】
、
柳
夢
梅
を
懐
い
患
い

今
に
も
絶
命
せ
ん
と
す
る
杜
麗
娘
が
唱
う
【
集
賢
賓
】
の
二
曲
目
、
そ
の
理
由
を

春
香
と
母
親
の
情
縁
が
思
い
倦
ね
る
同
三
、
四
曲
目
、
更
に
絶
命
し
た
杜
麗
娘
に

懐
い
を
馳
せ
悲
歎
に
暮
れ
る
葺
石
が
唱
う
【
明
徴
鶯
】
の
二
曲
目
が
捌
去
さ
れ
、

合
計
七
曲
に
縮
小
さ
れ
る
。
『
審
音
豊
古
平
』
で
は
【
金
葉
聰
】
は
刑
去
さ
れ
ず

八
曲
か
ら
成
る
。

 
『
綴
白
裏
』
初
編
・
『
審
音
豊
古
身
』
の
 
「
冥
到
」
(
原
作
第
二
十
三
齢
「
冥
到
」
)

に
お
い
て
も
、
杜
麗
娘
の
審
剣
に
際
し
て
剣
官
と
鬼
事
の
鷹
酬
を
唱
う
【
混
江

龍
】
に
大
幅
な
制
省
が
見
ら
れ
、
剣
官
が
花
神
の
罪
を
問
う
【
後
庭
花
】
と
、
杜

麗
娘
に
露
量
を
許
す
【
広
篇
】
が
制
去
さ
れ
て
い
る
。

 
『
綴
白
々
』
初
編
「
拾
書
」
(
原
作
第
二
十
四
餉
「
拾
甕
」
)
と
同
「
叫
書
」
(
同
第
二

十
六
餉
「
玩
眞
」
)
が
、
杜
藤
島
の
給
姿
を
拾
っ
て
懸
心
を
懊
く
柳
夢
梅
を
中
心
と

し
た
情
節
に
改
め
ら
れ
た
上
に
一
齢
の
ご
と
く
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と



り
わ
け
爲
夢
龍
改
本
町
十
九
折
「
初
上
早
酢
」
の
曲
僻
を
も
襲
っ
て
い
る
こ
と
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
「
拾
書
」
で
は
原
作
の
曲
僻
を
側
去
し
な
が
ら
柳
夢
梅
が
杜
麗
娘
の
給
姿
を
見

つ
け
る
と
い
う
場
面
の
み
に
限
定
さ
れ
、
登
場
す
る
の
も
柳
夢
梅
一
人
で
あ
る
。

先
ず
原
作
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
【
金
町
聰
】
は
二
句
だ
け
を
【
引
】
と
し
て
残
し
、

石
道
姑
の
唱
う
【
一
落
索
】
は
完
全
に
置
去
さ
れ
る
。
衝
い
て
柳
夢
梅
が
後
花
園

を
遊
賞
し
、
杜
麗
娘
の
給
姿
を
観
世
音
菩
薩
像
か
と
見
紛
う
【
好
事
近
】
【
意
思

道
】
【
千
秋
歳
】
の
三
曲
と
白
は
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
嘉
承
さ
れ
る
も
の
の
、
遊
園
で

心
を
傷
め
た
こ
と
を
石
道
姑
に
訴
え
る
【
尾
筒
】
は
完
全
に
刑
去
さ
れ
て
い
る
。

 
「
叫
書
」
に
は
原
作
の
大
幅
な
側
部
が
見
ら
れ
、
曲
辮
と
白
は
原
作
と
馬
鞭
龍

灯
本
の
讐
方
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
三
者
の
襲
用
關
係
を
曲
牌
に
よ
っ
て
示
せ
ば

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
(
○
×
は
前
掲
表
に
同
じ
。
曲
牌
の
再
掲
は
豪
雪
に
異
同
の
あ
る

こ
と
を
示
す
。
)

原
作

『
風
流
夢
』

『
綴
弓
袋
』

×

【
黄
正
見
】

【
鳳
鳳
閣
】

 
 
 
 
 
 
〉
 
 
【
二
郎
神
】

【
二
郎
神
慢
】

×

【
鶯
哺
序
】

【
集
雄
蕊
】

【
黄
酒
児
】

【
鶯
喘
序
】

【
其
二
】

×

【
集
賢
賓
】

V
 
 
【
黄
鶯
見
】

｝

清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

×

【
二
郎
神
】

×
×

【
集
賢
賓
】

×○
(
【
前
腔
】
)

【
族
御
荘
】

【
尾
聲
】

 
 
【
籏
梅
林
】

 
 
【
猫
見
墜
】

〈一
 
【
尾
聲
】

【
網
綱
林
】

○

 
漏
夢
龍
改
本
の
冒
頭
に
は
給
姿
を
今
し
も
開
か
ん
と
し
て
唱
う
【
鳳
風
閣
】
を

置
く
が
原
作
に
は
無
く
、
『
綴
白
裏
』
で
も
こ
れ
を
採
ら
ず
、
先
ず
は
杜
麗
娘
の

給
姿
を
自
ら
の
書
齋
に
持
ち
齢
つ
た
場
面
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
言
い
て
菩
薩

像
と
ぽ
か
り
思
っ
て
い
た
給
姿
が
實
は
人
間
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
に
氣
つ
く
原
作

の
【
雪
面
児
】
【
二
郎
神
慢
】
二
曲
は
、
薦
挙
龍
改
本
に
お
い
て
曲
事
の
憂
改
を

経
て
【
二
郎
神
】
一
曲
に
纏
め
ら
れ
、
『
綴
白
裏
』
で
は
憂
改
さ
れ
た
曲
を
採
る
。

漏
壷
龍
島
本
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
給
姿
の
美
女
を
賞
で
る
【
其
二
】
は
『
綴
自

適
』
で
は
採
用
し
な
い
。
給
姿
が
美
人
自
身
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
唱

う
原
作
の
【
鶯
石
建
】
は
薦
夢
龍
書
本
、
『
綴
白
球
』
と
も
に
捌
去
す
る
。
遍
く

【
集
賢
賓
】
は
『
綴
白
裏
』
で
は
原
作
を
大
幅
に
改
め
た
漏
夢
龍
改
本
に
擦
っ
て

い
る
。
こ
の
曲
は
原
作
で
は
自
ら
の
命
?
翌
ﾆ
美
女
の
題
詩
が
合
致
し
て
い
る
こ
と

に
疑
念
を
抱
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
薦
夢
龍
改
本
、
『
綴
白
上
』
で

は
情
欲
に
騙
ら
れ
る
昏
夢
梅
の
姿
が
露
骨
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
た
め
些
か
低
劣

に
わ
た
る
。
し
か
も
原
作
と
は
異
な
り
、
柳
夢
梅
が
給
姿
の
美
女
に
曾
て
夢
の
中

で
出
會
つ
た
こ
と
を
想
い
起
こ
す
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 
【
集
賢
賓
】
蜷
宮
那
能
得
近
他
。
伯
隔
断
天
河
。

 
 
 
阿
冴
、
美
人
圷
美
人
。
我
看
像
有
這
般
容
貌
、
高
道
伯
没
有
個
好
樹
頭
麿
。

 
 
爲
甚
的
傍
柳
依
梅
去
尋
結
果
。

 
 
 
我
想
世
上
那
梅
町
柳
邊
、
可
也
不
少
。
小
生
没
叫
徹
柳
夢
梅
、
若
論
起
梅

 
 
 
邊
鳴
、
小
生
是
三
分
的
。
那
柳
邊
咤
、
［
笑
介
］
小
生
亦
有
分
的
。

 
 
喜
偏
喧
梅
柳
三
和
。

 
 
 
嘆
、
這
個
美
人
圷
、
有
向
熟
識
得
緊
、
亦
在
那
裡
會
過
一
次
的
。
跡
、
一

一
六
九
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時
再
想
不
出
來
圷
、
咳
。

我
意
疑
需
要
、
似
曾
向
何
方
會
我
。

 
圷
、
埣
、
埣
。
我
去
春
曾
得
一
夢
、
夢
到
一
座
大
花
園
梅
畑
之
下
、
立
着

 
一
個
美
人
、
聯
、
就
、
就
直
隠
、
愛
読
、
柳
生
、
柳
生
、
遇
俺
方
有
姻
縁

 
之
分
、
襲
蹟
之
期
、
曖
曖
、
就
是
侮
、
像
読
響
。
咋
、
美
人
、
是
侮
也
不

 
是
像
。

弥
野
球
阻
、
敢
則
是
夢
野
中
空
個
。

 
待
我
來
細
細
認
他
一
認
。

小
生
(
柳
夢
梅
)
:
婚
宮
 
那
く
ん
ぞ
能
く
彼
に
近
づ
く
を
得
ん
。
天
河
に
隔

 
て
ら
れ
し
を
伯
る
。

 
 
あ
あ
、
美
人
だ
、
美
人
だ
。
あ
な
た
は
こ
ん
な
美
貌
を
お
も
ち
な
の
で

 
 
す
か
ら
、
好
い
情
人
が
い
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け

 
 
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

 
何
ゆ
え
に
柳
に
傍
ひ
梅
に
依
り
て
實
を
結
ぶ
を
求
め
し
。

 
 
思
う
に
、
こ
の
世
に
名
前
に
「
梅
」
字
「
柳
」
字
の
つ
く
人
は
決
し
て

 
 
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
霊
夢
梅
と
い
う
名
前
で
す
か
ら
、

 
 
も
し
「
梅
」
字
だ
と
言
わ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
に
は
縁
が
あ
る
は

 
 
ず
。
「
柳
」
字
だ
と
言
わ
れ
た
と
し
て
も
、
〔
笑
う
〕
や
は
り
、
わ
た
く

 
 
し
に
は
縁
が
あ
る
は
ず
。

 
喜
び
て
梅
と
柳
を
細
か
に
見
ん
。

 
 
お
や
、
こ
の
美
人
を
よ
く
よ
く
見
る
と
、
ど
こ
か
で
一
度
會
つ
た
こ
と

 
 
が
あ
る
よ
う
だ
。
う
ん
、
す
ぐ
に
は
思
い
出
せ
な
い
。

 
わ
れ
驚
き
疑
ひ
し
も
定
か
な
ら
ず
、
曾
て
何
虚
に
て
か
會
ひ
し
な
ら
ん
。

 
 
あ
っ
、
そ
う
だ
。
去
年
の
春
に
見
た
夢
で
、
大
花
園
の
梅
の
樹
の
下
に

 
 
行
っ
た
と
き
、
美
人
が
ひ
と
り
立
っ
て
い
た
、
そ
う
、
そ
れ
が
彼
女

己
七
〇

 
 
 
 
だ
。
彼
女
は
、
柳
さ
ま
、
柳
さ
ま
、
わ
た
く
し
と
お
黒
い
に
な
っ
た
の

 
 
 
 
は
前
世
來
の
姻
縁
で
あ
り
、
必
ず
や
御
榮
達
の
時
求
翌
ｪ
参
り
ま
し
ょ

 
 
 
 
う
、
と
言
っ
て
い
た
。
そ
う
だ
、
あ
な
た
が
言
っ
た
の
だ
。
美
人
よ
、

 
 
 
 
あ
な
た
で
あ
っ
て
あ
な
た
で
な
い
。

 
 
 
問
ひ
阻
む
踊
れ
、
定
め
て
夢
の
中
の
眞
實
に
違
ひ
な
か
ら
ん
。

 
 
 
 
ひ
と
つ
じ
っ
く
り
見
極
め
よ
う
。

 
こ
れ
に
績
く
薦
夢
龍
改
本
の
【
黄
鶯
見
】
は
、
美
女
に
心
を
奪
わ
れ
た
様
を
唱

う
原
作
の
【
黄
鶯
児
】
【
鶯
府
序
】
二
曲
を
接
合
し
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

『
綴
白
文
』
に
お
い
て
は
原
作
の
【
鶯
哺
序
】
の
み
を
【
前
念
】
と
し
て
襲
用
す

る
。
懐
い
極
ま
っ
て
絡
姿
の
美
女
に
聲
を
か
け
る
原
作
の
【
族
御
林
】
は
福
夢
龍

改
本
に
お
い
て
憂
改
さ
れ
、
『
綴
白
装
』
は
施
工
後
の
着
工
を
用
い
る
。
更
に
漏

夢
龍
黒
本
は
原
作
の
【
尾
聲
】
を
二
分
し
て
【
逸
見
墜
】
【
尾
聲
】
に
分
か
つ
が
、

『
綴
自
裏
』
で
は
美
女
と
自
分
に
何
ら
か
の
宿
分
が
あ
る
こ
と
を
喜
ぶ
原
作
を
襲

っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
挙
白
裏
』
末
尾
の
白
は
、
曾
て
夢
に
見
た
女
性
に
焦
が
れ

て
、
常
軌
を
逸
せ
ん
ば
か
り
の
柳
白
梅
の
姿
が
翠
煙
に
描
さ
出
さ
れ
て
い
る
。

 
 
冴
、
這
裡
有
風
、
請
小
娘
子
裡
面
去
坐
罷
。
小
姐
請
、
小
生
野
市
。
豊
敢
。

 
 
小
娘
子
是
客
、
小
生
量
敢
有
暦
、
還
是
小
善
請
。
煤
濫
忠
剣
ﾀ
行
了
罷
。

 
 
お
や
、
風
が
吹
い
て
き
た
ぞ
。
お
嬢
さ
ん
、
中
に
入
っ
て
お
座
り
下
さ
い
。

 
 
お
嬢
さ
ん
ど
う
ぞ
、
わ
た
く
し
は
後
か
ら
参
り
ま
す
。
お
先
に
ど
う
ぞ
。
お

 
 
嬢
さ
ん
は
お
客
様
で
す
、
わ
た
く
し
が
上
座
に
着
く
わ
け
に
は
参
り
ま
せ

 
 
ん
、
お
嬢
さ
ん
お
先
に
ど
う
ぞ
。
横
に
並
ぶ
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

 
ち
な
み
に
『
綴
白
裏
』
「
慰
書
」
に
見
え
る
選
書
は
、
書
起
鳳
『
牡
丹
亭
曲
譜
』

に
は
「
平
野
書
」
、
葉
堂
『
牡
丹
亭
全
譜
』
巻
末
に
は
「
俗
玩
眞
」
と
し
て
輯
録

さ
れ
て
お
り
、
前
述
「
驚
夢
」
と
同
様
に
葉
堂
が
「
俗
」
と
銘
打
つ
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
は
や
は
り
巷
間
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。



 
こ
の
よ
う
に
二
代
改
本
に
お
い
て
は
、
情
郎
の
展
開
に
必
ず
し
も
必
.
 
畏
で
な
い

曲
は
置
去
し
て
観
客
の
興
趣
を
創
が
ぬ
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
情

節
が
煩
項
に
な
る
こ
と
を
厭
っ
て
登
場
人
物
を
限
定
し
た
り
、
情
節
の
明
瞭
化
を

圖
っ
て
新
た
な
白
を
加
え
た
り
も
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
原
作
の
ご
と
く
抽
象

的
で
敲
情
性
豊
か
な
曲
辞
の
羅
列
で
は
な
く
、
敲
事
を
主
眼
と
す
る
曲
僻
の
配
置

は
ま
さ
し
く
庶
民
階
層
を
主
た
る
観
客
と
意
識
す
る
が
故
で
あ
る
。

 
 
c
、
新
た
な
白
を
加
え
る
も
の

 
評
言
黒
本
で
は
概
し
て
白
が
冗
長
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
第
七
齢
「
閏
塾
」

を
例
に
掲
げ
る
な
ら
ば
、
原
作
で
は
家
庭
教
師
の
陳
最
良
が
杜
麗
娘
に
『
詩
経
』

を
講
ず
る
次
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

 
 
［
末
］
昨
目
上
的
『
毛
詩
』
、
可
温
習
。
［
旦
］
温
習
了
、
則
待
雪
解
。
［
末
］

 
 
伽
念
來
。
［
旦
念
書
介
］
關
關
雌
鳩
、
在
磯
之
洲
。
至
孝
淑
女
、
君
子
好
逮
。

 
 
末
(
陳
最
良
)
:
昨
目
、
講
義
し
ま
し
た
『
毛
詩
』
は
、
復
習
な
さ
い
ま
し
た
か
。

 
 
旦
(
杜
麗
娘
)
:
復
習
し
ま
し
た
。
ご
講
義
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 
末
:
お
讃
み
く
だ
さ
い
。

 
 
旦
〔
讃
む
こ
な
し
〕
:
關
關
た
る
雅
鳩
は
、
河
の
洲
に
在
り
。
窃
究
た
る
淑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
れ
あ
ひ

 
 
 
女
は
、
君
子
の
好
き
逮
。

 
と
こ
ろ
が
清
代
改
本
で
は
爾
書
と
も
に
上
掲
の
杜
麗
娘
と
陳
最
良
と
の
鷹
酬
に

春
香
が
割
り
込
ん
で
、
観
客
の
笑
い
を
誘
う
譜
諺
的
な
白
を
弄
す
る
よ
う
に
憂
改

さ
れ
る
。
『
綴
白
袋
』
四
編
「
學
堂
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
［
生
］
…
學
生
、
昨
目
上
聖
書
、
可
曾
温
習
熟
慶
。
［
旦
］
温
習
熟
了
、
只
待

 
 
先
生
講
解
。
［
生
］
春
香
、
伽
可
曾
熟
麿
。
［
貼
］
我
塵
。
也
熟
了
。
［
生
］
熟

 
 
了
、
背
來
。
［
貼
］
是
呼
。
小
姐
、
先
生
激
像
背
書
。
［
旦
］
先
生
教
則
背
。

 
 
［
生
］
激
像
背
。
［
貼
］
我
是
欄
熟
的
了
。
［
生
］
熟
了
、
悠
幽
幽
背
、
背
來
。

清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

［
貼
］
先
生
、
到
晩
間
背
罷
。
［
旦
］
朝
上
背
與
先
生
聴
。
［
罪
作
背
不
出
］
小

繋
題
一
字
來
。
［
旦
U
關
。
［
貼
］
關
關
。
［
生
］
關
關
。
［
貼
］
圷
、
關
關
、

關
關
。
［
生
］
逼
塞
雌
鳩
。
［
貼
］
圷
、
關
關
下
伸
、
碓
鳩
。
［
生
］
在
。
［
貼
］

三
二
雌
鳩
、
在
。
雅
鳩
、
在
。
［
生
］
在
庫
之
洲
。
［
貼
］
師
、
關
關
雅
鳩
、

在
河
之
洲
。
窃
雍
淑
女
、
君
子
好
調
。
［
貼
樹
生
］
可
是
欄
熟
的
了
。
［
生
］

一
句
多
背
不
出
、
反
読
欄
熟
調
車
。

生
(
陳
最
良
)
…
:
學
生
、
昨
日
講
義
し
ま
し
た
書
物
は
し
っ
か
り
復
習
な
さ

 
い
ま
し
た
か
。

旦
(
長
薯
娘
)
:
復
習
い
た
し
ま
し
た
。
ご
講
義
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
:
春
香
、
お
前
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
た
の
か
。

貼
(
春
香
)
:
わ
た
く
し
で
す
か
、
ち
ゃ
ん
と
い
た
し
ま
し
た
。

生
:
ち
ゃ
ん
と
や
っ
た
の
な
ら
、
そ
ら
で
讃
ん
で
み
な
さ
い
。

貼
:
わ
か
り
ま
し
た
。
お
嬢
檬
、
先
生
が
お
嬢
檬
に
暗
冒
し
な
さ
い
で
す
っ

 
て
。

旦
:
先
生
は
お
前
に
暗
論
ぜ
よ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
る
の
よ
。

生
:
暗
論
し
て
み
な
さ
い
。

貼
:
わ
た
く
し
な
ら
ち
ゃ
ん
と
謡
え
て
い
ま
す
。

生
:
麗
え
て
い
る
の
な
ら
、
ど
う
し
て
暗
遣
し
な
い
ん
だ
、
暗
腐
し
て
み
せ

 
な
さ
い
。

貼
:
先
生
、
夕
方
に
暗
躍
し
て
お
み
せ
し
ま
す
。

旦
:
い
ま
暗
論
し
て
先
生
に
聞
い
て
い
た
だ
き
な
さ
い
。

貼
〔
暗
諦
で
き
な
い
〕
:
お
嬢
様
、
一
字
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

旦
:
關
。

貼
:
關
關
。

生
:
關
關
。

一
七
一
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貼
:
え
え
っ
と
、
關
關
、
關
關
。

 
 
生
:
關
關
た
る
雅
鳩
は
。

 
 
貼
:
え
え
っ
と
、
關
視
た
る
蹉
鳩
は
、
雅
鳩
は
。

 
 
生
:
在
り
。

 
 
貼
:
關
關
た
る
雅
鳩
は
、
在
り
。
雅
鳩
は
、
在
り
。

 
 
生
:
河
の
洲
に
在
り
。

 
 
貼
:
え
え
っ
と
、
關
關
た
る
雅
鳩
は
、
河
の
洲
に
在
り
。
平
楽
た
る
淑
女
は
、

 
 
 
君
子
の
好
き
逮
。
〔
陳
最
良
に
向
か
っ
て
〕
や
っ
ぱ
り
縫
え
て
ま
し
た
で

 
 
 
し
ょ
う
。

 
 
生
・
二
句
さ
え
も
暗
諦
で
き
ず
に
。
ど
う
し
て
意
え
た
な
ど
と
言
い
お
る

 
 
 
か
。

 
こ
の
よ
う
に
春
香
は
「
關
雌
」
の
詩
句
を
畳
え
て
い
な
い
こ
と
を
悟
ら
れ
ぬ
た

め
に
誰
策
を
弄
す
る
が
、
結
局
は
強
い
ら
れ
て
暗
諦
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ

こ
で
二
人
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
ど
う
に
か
暗
顕
し
終
え
る
と
、
逆
に
誇
ら
し

げ
に
振
る
舞
っ
て
陳
最
良
の
叱
責
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
春
香
の
愚
か
で
無
激
養

な
本
性
を
強
調
し
て
い
る
黙
は
、
翠
に
笑
い
を
誘
う
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
観
客

と
等
身
大
の
人
物
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
親
し
み
を
増
す
効
果
を
期
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
れ
と
は
別
荘
の
も
の
と
し
て
、
『
綴
白
袈
』
五
編
「
勧
農
」
(
原
作
第
八
勧
「
鋤

農
」
)
、
『
綴
白
裏
』
初
編
「
冥
剣
」
(
同
第
二
十
三
鮪
「
冥
鋼
」
)
、
『
綴
白
裏
』
十
二
編

「
問
路
」
(
同
第
四
十
齢
「
僕
貞
」
)
、
『
綴
白
裏
』
十
二
編
「
吊
環
」
・
『
審
音
亡
子
録
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ぬ
 

「
弔
打
」
(
同
第
五
十
三
鶴
「
硬
拷
」
)
に
は
、
銀
白
が
混
入
さ
れ
て
い
る
。

 
柳
夢
梅
が
杜
寳
に
墓
泥
棒
か
と
疑
わ
れ
拷
問
を
加
え
ら
れ
る
「
硬
拷
」
を
例
と

し
て
掲
げ
る
な
ら
ば
、
原
作
で
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

 
 
［
老
旦
貼
浮
依
前
上
］
但
聞
丞
相
府
、
不
見
状
元
郎
。
嘆
、
李
潤
絡
荘
ﾅ
誼
岡

一
七
二

哩
。
［
聴
介
］
［
浄
］
裏
面
聲
息
、
像
有
爵
家
相
公
哩
。
［
衆
進
介
］
［
浮
向
前

見
笑
介
］
弔
起
的
是
我
家
相
公
也
。
［
生
］
列
位
配
管
。
［
浮
］
粗
打
相
公
來
。

［
生
］
是
這
卒
章
。
［
浄
將
面
杖
打
外
診
］
擁
露
命
打
這
亭
章
。
［
外
悩
介
］
誰

敢
無
禮
。

老
且
(
軍
稜
)
・
貼
(
軍
校
)
・
浄
(
郭
駝
)
〔
以
前
と
同
じ
様
子
で
登
場
〕
:
但

 
だ
聞
く
丞
相
府
、
状
元
郎
を
見
ず
。
お
や
、
卒
江
府
で
騒
ぎ
が
起
こ
っ
て

 
い
る
ぞ
。
〔
聞
き
耳
を
た
て
る
〕

浮
:
中
か
ら
聞
こ
え
る
の
は
、
う
ち
の
旦
那
様
の
聲
の
よ
う
だ
。
〔
三
人
中

 
に
入
る
〕
〔
浄
が
進
み
出
て
、
柳
夢
梅
を
見
て
泣
く
〕
吊
り
下
げ
ら
れ
て

 
い
る
の
は
う
ち
の
旦
那
様
で
は
な
い
か
。

生
(
柳
夢
梅
)
:
み
な
さ
ん
、
わ
た
し
を
助
け
て
下
さ
い
。

浮
:
誰
が
且
二
様
を
打
っ
て
い
る
ん
で
す
？

生
:
こ
の
奉
章
殿
だ
。

浮
〔
杖
を
持
っ
て
外
(
杜
費
)
に
打
ち
か
か
る
〕
:
こ
の
年
寄
は
死
ぬ
氣
で
、

 
亭
章
を
打
っ
て
や
る
ぞ
。

外
〔
立
腹
す
る
〕
:
こ
の
無
言
者
め
が
。

一
方
、
『
貫
穿
裂
』
「
吊
打
」
で
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

［
付
丑
］
他
椚
有
個
家
人
在
外
、
不
免
叫
他
進
來
認
一
因
。
老
匠
呪
。
［
浮
上
］

野
並
。
［
付
丑
］
裡
尊
慮
個
柳
毒
茸
、
弥
富
認
一
認
可
是
伽
主
人
。
［
浮
進
介
］

柳
官
人
拉
曜
裡
。
柳
官
人
拉
曜
裡
。
［
小
生
］
老
駝
。
［
浮
］
圷
、
正
是
我
裡

官
人
。
爲
剛
直
吊
雪
裡
。
［
小
生
］
卒
章
冤
我
含
量
、
三
階
百
般
吊
打
。
［
浄
］

圷
、
侮
那
子
振
、
等
親
掛
野
老
性
命
結
果
子
爵
罷
。
［
撞
介
］
［
外
］
徒
、
起

昏
怠
。

付
丑
(
下
官
)
:
こ
奴
ら
の
下
僕
が
外
に
控
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
者
を
呼

 
 
ん
で
確
か
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
お
い
、
老
い
ぼ
れ
。



 
 
浮
(
郭
駝
)
:
な
ん
だ
。

 
 
付
台
:
中
に
柳
野
梅
が
お
る
、
お
前
の
異
人
か
ど
う
か
確
か
め
い
。

 
 
浄
〔
中
に
入
る
〕
:
旦
那
檬
は
こ
こ
に
居
ら
し
ゃ
つ
た
と
か
。
旦
那
様
は
こ

 
 
 
こ
に
居
ら
し
ゃ
つ
た
と
か
。

 
 
小
生
(
柳
夢
梅
)
:
郭
駝
で
は
な
い
か
。

 
 
浮
:
あ
っ
、
確
か
に
う
ち
の
旦
那
様
ば
い
。
な
ん
で
吊
ら
れ
と
ら
っ
し
ゃ
る

 
 
 
と
で
す
か
。

 
 
小
生
:
野
駆
殿
は
無
實
の
私
を
盗
賊
だ
と
疑
わ
れ
て
、
吊
り
下
げ
て
打
ち
す

 
 
 
え
て
い
る
の
だ
。

 
 
浮
・
二
兄
い
、
こ
の
卒
温
め
、
俺
様
が
死
ぬ
氣
に
な
っ
た
ら
ど
げ
ん
な
る
か
み

 
 
 
よ
れ
。
〔
打
つ
〕

 
 
外
(
杜
寳
)
:
こ
奴
、
追
い
出
せ
。

 
盗
塁
配
本
は
い
ず
れ
も
江
南
で
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
方
言
の

掻
取
は
當
然
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
雪
白
を
用
い
る
の
は
、
浮
や
丑
と
い
っ
た
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

化
役
だ
け
で
あ
り
、
岩
城
秀
夫
氏
に
夙
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
客
へ
の
親
近

感
と
芝
居
と
し
て
の
面
白
味
を
増
す
た
め
に
道
化
役
が
方
言
を
あ
や
つ
る
よ
う
に

改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
(
三
)
 
情
節
の
攣
改

 
清
代
改
本
に
は
原
作
に
見
え
な
い
登
場
人
物
を
新
た
に
加
え
て
常
節
に
手
を
加

え
た
り
、
原
作
と
は
異
な
る
展
開
を
示
し
て
新
た
な
情
節
に
憂
逸
す
る
も
の
が
あ

る
。

 
『
急
白
裏
』
四
編
「
驚
夢
」
・
『
審
音
豊
古
聖
』
「
遊
園
」
に
お
い
て
は
、
先
に
掲

げ
た
花
神
の
唱
う
曲
を
新
た
に
加
え
た
箇
所
の
直
前
に
、
原
作
に
見
え
な
い
睡
魔

紳
が
登
場
す
る
よ
う
に
子
馬
さ
れ
て
い
る
。
『
心
音
懐
古
録
』
で
は
次
の
よ
う
で

清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

あ
る
。

 
 
［
副
扮
睡
魔
紳
上
、
作
夢
中
半
白
云
］
睡
魔
睡
魔
、
紛
紛
酸
郁
、
 
一
夢
悠
悠
、

 
 
総
理
睡
熟
、
衝
撃
魔
神
是
也
。
奉
花
神
纏
縫
、
読
杜
小
鳥
與
柳
夢
梅
坪
姻
縁

 
 
之
分
、
着
我
勾
取
二
人
魂
醜
入
夢
。

 
 
副
(
睡
魔
神
)
〔
夢
の
中
で
白
を
言
う
〕
:
睡
魔
、
睡
魔
、
紛
紛
た
る
酸
郁
、

 
 
 
一
夢
悠
悠
、
何
ぞ
曾
て
睡
熟
せ
ん
。
そ
れ
が
し
は
睡
魔
神
で
あ
る
。
花
紳

 
 
 
が
言
う
に
は
お
嬢
檬
と
柳
夢
梅
に
は
前
世
來
の
姻
縁
が
あ
る
と
の
こ
と
、

 
 
 
二
人
の
魂
醜
を
捕
ま
え
て
夢
の
世
界
へ
引
き
入
れ
る
よ
う
命
を
受
け
て
お

 
 
 
る
。

 
睡
魔
紳
は
花
神
の
命
を
受
け
て
杜
麗
娘
と
柳
夢
梅
を
夢
に
引
き
入
れ
る
役
割
を

捲
っ
て
お
り
、
二
人
の
歎
會
が
花
神
に
導
か
れ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
前
提
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

 
原
作
と
は
異
な
る
展
開
を
呈
す
も
の
と
し
て
は
、
終
幕
の
「
圓
駕
」
を
掲
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
面
は
原
作
と
『
綴
配
管
』
四
編
で
は
、
杜
寳
と
柳
夢
梅

と
の
確
執
を
描
く
こ
と
に
重
鮎
が
置
か
れ
、
杜
費
は
柳
夢
梅
を
女
婿
と
は
認
め

ず
、
柳
夢
梅
は
言
書
を
父
親
と
は
認
め
ぬ
ま
ま
、
聖
旨
が
下
っ
て
團
圓
へ
と
導
か

れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
審
音
豊
古
録
』
で
は
、
原
作
に
見
ら
れ
る
杜
寳
と
柳
夢
梅
と

の
封
峙
、
具
膿
的
に
は
柳
夢
梅
が
墓
を
護
い
て
娘
を
蘇
生
さ
せ
た
こ
と
を
杜
寳
は

禮
教
道
徳
的
な
立
場
か
ら
容
認
し
な
い
と
い
う
、
い
か
に
も
讃
書
人
ら
し
い
情
節

の
展
開
は
捨
象
さ
れ
、
杜
麗
娘
の
昏
倒
を
契
求
翌
ﾉ
箋
方
と
も
に
父
子
で
あ
る
こ
と

を
安
易
に
認
め
合
い
、
停
滞
を
來
さ
ず
に
言
霊
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

 
 
(
［
小
旦
］
)
柳
郎
過
來
認
了
罷
。
［
小
生
任
性
科
］
我
不
認
。
［
小
旦
］
嗅
、

 
 
眞
箇
不
認
。
［
小
生
］
無
期
不
認
。
［
小
旦
急
科
］
岐
啄
、
痛
殺
我
也
。
［
作

 
 
氣
悶
媒
介
］
［
老
子
詳
論
高
小
生
間
］
賢
婿
、
認
了
丈
人
翁
罷
。
［
小
生
忙
科
］

 
 
夫
人
不
要
動
氣
、
早
便
了
。
［
向
黒
戸
科
］
岳
父
大
人
。
［
外
心
容
還
禮
科
］

一
七
三



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
七
集

 
 
賢
婿
。

 
 
小
旦
(
早
立
娘
)
:
柳
様
は
お
認
め
い
た
だ
け
ま
す
ね
。

 
 
小
生
(
昏
夢
梅
)
〔
我
儘
な
そ
ぶ
り
で
〕
:
僕
は
認
め
な
い
。

 
 
小
旦
・
一
托
っ
、
本
當
に
お
認
め
下
さ
ら
な
い
の
。

 
 
小
生
:
本
當
に
認
め
な
い
。

 
 
小
旦
〔
苛
立
っ
て
〕
:
あ
れ
っ
、
わ
た
し
を
悲
し
ま
せ
な
い
で
。
〔
悶
絶
し
て

 
 
 
倒
れ
る
〕

 
 
老
旦
(
頸
氏
)
〔
慌
て
て
扶
け
起
こ
し
柳
夢
梅
に
向
か
っ
て
〕
:
婿
殿
、
父
上

 
 
 
と
お
認
め
下
さ
い
な
。

 
 
小
生
〔
慌
て
て
〕
:
母
上
、
お
怒
り
な
さ
い
ま
す
な
、
認
め
れ
ば
よ
い
ん
で

 
 
 
し
ょ
う
。
〔
杜
寳
に
向
か
っ
て
禮
を
し
て
〕
父
上
。

 
 
外
(
杜
寳
)
〔
笑
み
を
含
ん
で
答
塗
し
て
〕
:
婿
殿
。

 
以
上
に
縷
説
し
た
よ
う
に
、
聖
代
乾
隆
・
道
光
年
間
の
改
本
は
あ
る
い
は
原
作

の
構
成
を
改
め
、
あ
る
い
は
曲
白
の
増
側
を
経
て
、
現
在
目
に
す
る
こ
と
の
で
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
姿
に
形
を
憂
え
た
。
清
代
改
本
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
観
客
の
重
覗
、
換

言
す
る
な
ら
ぽ
観
客
の
好
尚
を
徹
底
的
に
追
求
す
る
と
い
う
立
場
の
堅
持
に
あ

る
。
観
客
が
快
哉
を
叫
ぶ
な
ら
ば
、
原
作
の
煤
莱
ｽ
な
る
憂
改
を
も
僻
さ
ず
、
滋
藤

租
と
は
明
ら
か
に
立
場
を
異
に
す
る
鞍
覆
循
や
凋
夢
龍
に
よ
る
話
本
す
ら
も
襲
用

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
憂
改
が
施
さ
れ
な
が
ら
も
永
く
上
演
さ
れ

績
け
、
改
本
が
傳
存
す
る
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
原
作
が
不
朽
の
名
作

で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

 
ま
た
『
綴
白
鷹
』
と
『
空
音
寸
感
録
』
と
の
聞
に
差
異
が
見
ら
れ
る
の
は
何
ゆ

え
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
『
審
音
豊
古
録
』
は
北
京
か
ら
合
筆
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
脚
本
に
地
域
差
が
存
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、

そ
こ
に
は
爾
書
に
輯
録
さ
れ
る
脚
本
の
時
代
差
に
基
づ
く
憂
欝
の
過
程
を
見
い
だ

一
七
四

す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
観
客
の
好
爾
の
憂
遷
を
も
表
徴
し
て
い
よ
う
。
あ

る
い
は
田
仲
一
成
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
市
場
地
演
劇
脚
本
と
し
て
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

通
用
範
園
の
廣
い
、
普
遍
的
な
形
態
に
同
化
し
た
」
た
め
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
か
く
し
て
『
審
音
豊
古
言
』
に
お
い
て
は
、
通
俗
的
な
が
ら
も
更
に
洗
練
さ

れ
た
演
出
に
改
め
ん
が
た
め
花
紳
の
曲
を
増
大
し
、
蘇
白
混
入
の
頻
度
が
激
減
し

て
よ
り
廣
範
園
へ
の
傳
播
を
可
能
に
し
、
劇
の
結
末
部
分
か
ら
讃
書
人
臭
を
一
掃

し
て
い
る
の
で
あ
る
。三

 
前
節
に
縷
説
し
た
ご
と
く
、
清
戸
常
本
に
お
い
て
原
作
が
憂
改
さ
れ
る
に
至
っ

た
杜
會
的
な
背
景
は
何
か
。

 
言
う
ま
で
も
な
く
、
明
か
ら
清
に
か
け
て
は
種
々
の
聲
腔
が
興
奮
を
繰
り
返
し

た
時
期
で
あ
る
。
諄
諄
か
ら
肥
代
乾
隆
・
道
光
年
間
に
至
る
ま
で
、
讃
書
人
層
は

專
ら
唐
山
腔
に
よ
る
上
演
を
享
受
し
て
い
た
。
一
方
、
庶
民
階
層
は
明
代
で
は
ざ

 
 
 
 
 
 
 
 

陽
腔
や
鯨
銚
腔
を
、
清
代
に
は
京
腔
、
秦
腔
、
ざ
陽
腔
、
榔
子
忌
に
捺
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
聲
腔
は
観
客
層
の
差
異
に
よ
っ
て

戴
然
と
分
化
し
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
。
岩
城
秀
夫
氏
の
指
摘
に

あ
る
よ
う
に
、
明
君
以
來
、
讃
書
人
層
に
愛
好
さ
れ
た
優
雅
な
毘
山
腔
と
、
庶
民

階
層
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
低
俗
な
戯
曲
と
の
融
合
、
及
び
江
南
の
中
心
的
な
商

業
都
市
蘇
州
に
お
け
る
輕
工
業
の
告
達
に
件
う
庶
民
の
唇
頭
が
相
侯
っ
て
、
從
來

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
戯
曲
は
徐
々
に
姿
を
憂
え
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
時
代
の
推

移
に
件
う
杜
會
の
憂
化
が
観
客
層
の
融
合
と
振
大
、
上
演
内
容
の
憂
改
と
い
う
結

果
を
齎
し
た
の
で
あ
る
。

 
肚
写
経
濟
の
護
展
に
誓
う
観
客
層
の
廓
大
は
戯
曲
上
演
の
場
の
増
大
、
す
な
わ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
 

ち
劇
場
の
獲
達
を
も
招
い
た
。
清
朝
は
こ
う
し
た
演
劇
界
の
情
勢
が
肚
會
風
俗
に



悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
憂
慮
し
、
康
煕
十
年
(
一
六
七
一
)
に
は
早
く
も
北
京

内
城
に
お
け
る
劇
場
の
開
設
を
禁
止
し
て
い
た
。
人
望
等
纂
『
璽
規
』
巻
二
十
五

に
は
言
う
。

 
 
京
師
内
城
に
戯
館
を
開
設
す
る
を
許
さ
ず
、
永
く
禁
止
を
行
ふ
。
城
外
の
戯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ら
 
 
と
ら

 
 
館
に
煤
翌
ｵ
悪
棍
の
借
り
に
生
事
を
端
む
る
有
ら
ぽ
、
該
司
坊
官
は
査
べ
掌
へ

 
 
華

 
一
方
、
外
城
で
は
劇
場
が
繁
華
を
極
め
て
い
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
り
、
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 

に
雍
正
二
年
(
一
七
二
四
)
に
は
八
旗
官
員
の
歌
場
戯
館
で
の
逡
遊
が
禁
止
さ
れ
、

霊
威
二
十
七
年
(
一
七
六
二
)
に
は
禁
令
の
再
公
布
に
及
ぶ
。

 
 
前
門
の
外
の
戯
悪
酒
館
、
前
よ
り
も
倍
多
し
、
端
黒
燃
差
の
人
等
の
、
望
み

 
 
往
き
て
游
戯
す
る
者
、
亦
復
た
少
な
か
ら
ず
。
…
罵
り
て
芝
煮
五
城
順
天
府

 
 
の
各
衙
門
を
し
て
曉
浴
翌
�
o
し
示
し
、
各
戯
書
酒
薬
に
實
課
し
、
旗
人
の
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

 
 
入
を
禁
止
せ
し
む
。

 
北
京
と
同
様
に
江
南
に
お
い
て
も
劇
場
開
設
が
禁
ぜ
ら
れ
た
。
徐
珂
『
清
稗
類

紗
』
「
戯
劇
類
」
の
「
郭
某
始
創
戯
園
於
蘇
州
」
の
條
に
は
乾
隆
三
十
二
年
(
一
七

六
七
)
の
禁
令
を
と
ど
め
る
。

 
 
江
蘇
布
政
使
胡
文
伯
 
戯
園
を
禁
ず
る
や
、
商
費
 
乃
ち
會
館
を
假
り
以
て

 
 
 
 
 
 
お
 

 
 
劇
を
演
ず
。

 
こ
の
よ
う
に
新
た
な
場
所
を
富
め
て
ま
で
も
戯
曲
が
上
演
さ
れ
績
け
た
の
は
、

讃
書
人
な
ど
の
宴
席
は
も
と
よ
り
、
都
市
と
農
村
と
を
問
わ
ず
潤
雷
ｳ
儀
禮
に
お
い

て
も
音
曲
は
飲
く
可
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
清
士
類
紗
』
「
毘

曲
戯
」
の
條
に
は
言
う
。

 
 
嘉
(
慶
)
・
道
(
光
)
の
際
、
海
内
の
宴
安
、
士
紳
の
謙
會
は
、
音
あ
る
に

 
 
非
ざ
れ
ば
書
せ
ず
。
而
し
て
郡
邑
城
郷
、
歳
時
祭
費
も
亦
た
劇
有
ら
ざ
る
は

 
 
 
ハ
お
 

 
 
無
し
。

清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

 
こ
う
し
た
禁
令
の
公
布
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
戯
園
が
存
在
し
た
こ
と

は
、
道
光
十
年
(
一
八
三
〇
)
刊
の
顧
緑
『
耳
糞
録
』
巻
七
「
青
龍
戯
」
の
條
に
、

次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。

 
 
金
間
の
盲
嚢
は
十
絵
虚
を
下
ら
ず
、
居
人
 
宴
會
有
ら
ぽ
、
皆
な
戯
園
に
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

 
 
り
、
客
を
待
す
の
便
と
爲
す
。

 
以
上
の
よ
う
に
杜
會
経
濟
の
獲
展
に
俘
う
観
客
層
の
援
大
や
、
度
重
な
る
禁
令

公
布
に
相
反
す
る
劇
場
の
護
展
は
、
戯
曲
の
上
演
内
容
と
観
劇
の
形
態
に
根
本
的

な
憂
質
を
招
い
た
。
蕾
來
の
群
書
助
筆
の
宴
席
や
、
歳
時
に
お
け
る
迎
神
實
會
と

い
っ
た
民
間
の
潤
雷
ｳ
儀
禮
、
あ
る
い
は
費
神
酬
神
に
附
随
す
る
形
で
の
戯
曲
上
演

だ
け
で
は
な
く
、
純
粋
な
娯
樂
と
し
て
の
観
劇
が
士
庶
を
問
わ
ず
定
着
し
、
脚
本

も
観
客
層
か
ら
の
要
求
に
基
づ
い
て
憂
改
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
當
時
の
こ

う
し
た
粘
菌
的
な
背
景
に
豊
み
れ
ぽ
、
前
節
ま
で
に
見
た
原
作
か
ら
清
代
改
本
へ

の
種
々
の
攣
改
と
い
っ
た
脚
本
の
多
檬
化
は
充
分
に
首
肯
で
き
よ
う
。

四

 
作
者
湯
顯
組
は
實
際
の
上
演
に
關
し
て
は
、
『
還
魂
記
』
が
曲
律
に
適
わ
な
い

と
し
て
憂
改
を
施
し
た
沈
環
や
呂
玉
将
に
つ
い
て
、
「
曲
の
意
」
を
解
さ
ぬ
も
の

と
し
て
退
け
、
俳
優
に
原
作
に
忠
實
で
あ
る
よ
う
に
求
め
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と

 
 
 
 
お
 

く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
清
代
改
本
に
お
い
て
は
、
原
作
の
「
曲
の
意
」
よ
り
も
、

観
客
の
償
値
観
を
重
ん
じ
た
、
観
客
層
に
ふ
さ
わ
し
い
攣
改
が
施
さ
れ
て
い
る
。

勿
論
、
瞳
子
戯
で
の
上
演
と
い
う
制
約
が
あ
る
た
め
に
、
罫
引
を
明
瞭
に
し
て
観

客
の
理
解
を
助
け
る
べ
く
構
成
を
改
め
た
箇
所
も
存
す
る
も
の
の
、
二
人
の
主
人

公
が
花
神
や
睡
魔
神
な
ど
の
力
を
借
り
て
結
ぼ
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
低
俗
な
曲

自
を
新
た
に
加
え
、
本
幕
な
ら
ば
讃
者
観
客
の
心
の
琴
線
に
鰯
れ
る
よ
う
な
叙
情

的
な
曲
を
刷
去
し
て
情
節
の
簡
明
な
展
開
を
圖
り
、
通
俗
的
な
演
出
効
果
を
企
圖

一
七
五



日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
七
集

す
べ
く
譜
誰
白
や
蘇
白
を
混
入
し
、
原
作
に
見
ら
れ
る
禮
教
的
な
封
立
を
緩
和
し

て
安
易
な
團
圓
に
導
い
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
讃
書
人
層
で
は
な
く
庶
民
階

層
を
観
客
に
加
え
た
娯
樂
と
し
て
の
戯
曲
な
れ
ば
こ
そ
の
憂
改
で
あ
る
。
こ
れ
ら

が
舞
璽
で
印
興
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
恣
意
的
な
攣
改
で
あ
る

こ
と
は
言
を
倹
た
な
い
。
も
と
よ
り
、
清
代
謡
本
は
讃
書
人
と
庶
民
と
い
う
本
來

な
ら
ぽ
雅
と
俗
と
い
う
二
極
に
位
置
す
る
も
の
が
融
合
し
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
、
明
代
屈
指
の
劇
作
家
の
手
に
成
る
原
作
に
全
面
的
な
憂
改
を
施
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
原
作
本
來
の
讃
書
人
臭
を
遺
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な

い
。 

と
も
あ
れ
、
『
還
魂
記
』
は
完
成
以
降
、
二
百
年
絵
の
間
に
、
讃
書
三
層
に
は

讃
曲
と
し
て
愛
玩
さ
れ
る
一
方
で
、
庶
民
観
客
を
封
象
と
し
た
上
演
で
は
、
概
し

て
明
代
の
傳
奇
作
品
に
特
有
の
華
麗
さ
が
失
わ
れ
、
高
節
の
展
開
に
の
み
重
き
を

置
い
た
通
俗
的
な
内
容
へ
と
改
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
清
代
乾
隆
・
道
光
年
間
の
改
本
に
お
い
て
は
、
原
作
に
見
ら
れ
る
讃
書
人
向

け
の
観
念
的
な
世
界
か
ら
、
必
ず
し
も
文
字
を
媒
膿
と
し
な
い
庶
民
の
生
活
の
場

に
密
着
し
た
内
容
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注(
1
)
 
三
三
版
本
に
は
文
林
閣
刻
本
、
石
林
居
士
刻
本
、
三
徳
堂
本
、
朱
墨
套
印
本
、

 
蒲
水
齋
校
刻
本
、
清
暉
閣
批
鮎
本
、
猫
深
紅
鮎
定
本
、
柳
浪
館
刻
本
、
汲
古
閣
六
十

 
種
曲
本
な
ど
が
あ
る
。

(
2
)
 
明
末
清
初
の
戯
曲
選
本
、
及
び
清
代
改
本
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
散
齢
の
輯
録

 
状
況
を
原
作
を
基
準
と
し
て
示
せ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
還
魂
記
』

一

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
0
P
1
P
2

第
2
鶴
「
言
懐
＝

○
○

一

票
7
駒
「
閨
塾
」

第
8
納
「
勧
農
」

第
9
齢
「
粛
苑
」

第
1
0
齢
「
驚
夢
」

第
1
2
齢
「
尋
夢
」

第
1
4
齢
「
篇
眞
」

第
2
0
齢
「
闇
務
」

第
2
3
齢
「
冥
剣
」

第
2
4
駒
「
拾
書
」

第
2
6
勧
「
玩
眞
」

第
2
7
鶴
「
魂
遊
」

第
2
8
餉
「
幽
購
」

第
3
2
鶴
「
冥
誓
」

第
4
0
餉
「
僕
貞
」

第
5
3
齢
「
硬
拷
」

第
5
5
鶴
「
圓
駕
」

1
:
明
陵
虚
子
編

2
:
明
許
宇
編
『
詞
林
逸
響
』
、

一
一
一

一
一
 
一

一
一
一

〇
〇
一

〇
〇
一

〇
一
「

〇
一
一

一
一
〇

一
一
一

〇
一
［

〇
一
一

〇
｝
 
一

一
一
 
一

一
一
 
一

〇
一
 
一

一
 
【
 
一

『
月
露
音
』
、

一
七
六

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
〇
〇
〇

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
〇
〇
〇

「
 
一
 
一
 
一
 
［
 
一
〇
〇
〇

〇
 
一
 
【
○
○
○
○
○
○

〇
 
一
 
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇

一
〇
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
［

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
〇
〇
〇

一
 
｝
 
一
 
一
〇
 
一
〇
〇
〇

一
 
一
 
一
 
｝
○
 
｝
○
 
［
 
｝

【
 
「
 
一
 
一
 
一
 
一
〇
 
一
 
一

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一

〇
 
一
 
一
〇
 
一
〇
 
「
 
一
 
一

一
〇
 
一
 
一
 
「
 
一
 
一
 
「
 
一

一
 
一
 
一
 
「
 
一
 
一
〇
 
一
 
【

一
〇
 
一
〇
 
一
 
［
○
○
 
一

一
 
「
 
一
 
一
 
一
 
「
○
〇
 
一

萬
飯
間
刊
。

デ
天[
一
二
年
(
一
山
ハ
ニ
一
二
)
刊
。

3
-
明
止
雲
居
士
編
・
白
雲
山
人
校
『
新
鏑
出
像
鮎
板
北
調
萬
堅
清
音
』
、
天

 
啓
四
年
(
一
六
二
四
)
刊
。

4
・
・
明
三
和
居
士
編
『
新
旧
出
像
三
板
三
春
錦
(
纏
頭
百
練
)
』
、
 
崇
積
間

 
刊
。

5
:
明
沖
和
居
士
編
『
纏
頭
百
練
二
二
』
、
崇
顧
問
刊
。

6
・
・
明
周
之
標
編
『
新
刻
出
像
三
板
増
訂
三
三
珊
珊
集
』
、
明
末
刊
。

7
:
明
鋤
蘭
忍
人
撰
輯
・
媚
花
香
史
批
評
『
新
鏑
繍
像
評
自
注
雪
譜
』
、
 
明
末

 
刊
。

8
:
明
目
渓
菰
薩
釣
聖
編
『
新
刻
出
像
鮎
板
時
尚
毘
腔
雑
曲
酔
恰
情
』
、
 
清
初

 
刊
。



 
 
 
9
:
清
掃
月
主
人
彙
輯
『
宮
漏
館
精
選
古
今
傳
奇
(
最
娯
情
)
』
、
順
治
四
年
(
一

 
 
 
 
六
四
七
)
刊
。

 
 
 
1
0
:
清
銭
徳
蒼
黒
『
綴
白
甕
』
、
乾
隆
二
十
九
年
(
一
七
六
四
)
至
三
十
九
年

 
 
 
 
(
一
七
七
四
)
刊
。

 
 
 
1
1
:
行
平
名
編
・
王
縫
善
補
雌
『
弱
音
目
障
録
』
、
道
光
十
四
年
(
一
八
三
四
)

 
 
 
 
刊
。

 
 
 
1
2
:
清
關
名
編
『
七
種
曲
』
、
清
刊
。

 
上
記
の
散
餉
集
、
円
本
の
う
ち
『
月
露
音
』
『
詞
林
逸
響
』
『
萬
整
清
音
』
『
恰
春
錦
』

 
『
珊
珊
集
』
『
玄
雪
譜
』
『
酔
恰
情
』
『
綴
白
嚢
』
は
「
善
本
戯
曲
叢
刊
」
第
二
輯
(
毫

 
濁
葦
生
書
局
、
一
九
八
四
)
、
及
び
同
第
四
・
五
三
(
同
、
一
九
八
七
)
影
印
の
版
本
、

 
紗
本
を
用
い
、
『
歯
音
監
古
録
』
に
つ
い
て
は
同
灘
酒
影
印
の
刊
本
と
京
都
大
學
人

 
文
科
學
研
究
所
悪
摺
を
用
い
た
。
『
纏
頭
百
練
二
集
』
は
未
見
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

 
王
古
魯
氏
課
註
『
中
國
近
世
戯
曲
史
』
(
香
港
中
華
書
局
、
 
一
九
七
五
)
の
附
録
三

 
「
曲
學
書
目
學
要
」
に
基
づ
い
た
。
『
來
鳳
館
古
今
心
事
』
に
つ
い
て
は
胡
適
氏
「
『
綴

 
白
嚢
』
序
」
(
『
胡
適
古
典
文
學
研
究
論
集
』
、
上
海
車
塵
出
版
杜
、
 
一
九
八
八
)
に

 
言
及
が
あ
り
、
散
駒
は
徐
扶
明
氏
編
『
牡
丹
亭
研
究
資
料
考
繹
』
(
上
海
古
籍
出
版

 
肚
、
一
九
八
七
)
に
擦
っ
た
。
ま
た
大
阪
大
學
懊
徳
堂
交
庫
藏
『
七
種
曲
』
は
、
文

 
字
や
圖
版
の
訣
損
状
況
な
ど
か
ら
す
れ
ぽ
、
『
審
音
響
古
録
』
と
全
く
同
一
の
版
木

 
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
 
沈
環
に
よ
る
改
本
『
同
期
記
』
は
『
南
詞
新
譜
』
巻
十
六
・
巻
二
十
二
に
侠
曲

 
が
二
曲
遺
さ
れ
、
替
玉
縄
の
縫
子
は
謁
し
て
傳
わ
ら
な
い
。
減
算
循
は
「
玉
茗
堂
四

 
夢
」
全
て
の
改
本
『
玉
茗
堂
傳
奇
』
を
作
っ
て
お
り
、
「
論
者
日
『
此
案
頭
之
書
、

 
非
鑓
上
之
曲
』
」
(
葉
箒
)
と
言
い
、
濤
夢
龍
に
よ
る
改
本
『
二
二
齋
重
定
三
會
親
風

 
流
夢
傳
奇
』
に
も
「
識
者
以
爲
『
此
案
頭
之
書
、
非
當
場
之
譜
』
」
(
同
小
引
)
と
言

 
う
。
爾
、
藏
愁
循
改
本
は
天
理
圖
書
館
藏
監
谷
温
茂
奮
中
本
を
、
漏
夢
龍
改
本
は

 
『
墨
慈
齋
定
本
傳
奇
』
(
中
國
戯
劇
出
版
吐
、
一
九
六
〇
)
所
牧
本
を
用
い
た
。

(
4
)
 
孫
楷
第
氏
『
戯
曲
可
読
書
目
解
題
』
(
人
民
文
學
出
版
肚
、
一
九
九
〇
)
、
及
び

 
 
 
 
 
 
清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

 
呉
新
出
氏
「
『
綴
白
装
』
的
來
龍
去
脈
」
(
『
南
京
大
士
學
報
』
一
九
八
三
年
第
三
期
)

 
に
よ
れ
ぽ
、
明
末
に
出
版
さ
れ
た
『
白
装
』
を
基
に
、
『
綴
白
装
合
選
』
な
る
補
修

 
版
が
康
煕
二
十
七
年
(
一
六
八
八
)
に
、
増
補
改
訂
版
と
し
て
『
新
刻
較
正
貼
板
毘

 
腔
雑
劇
綴
白
装
全
集
』
が
乾
隆
四
年
(
一
七
三
九
)
に
出
版
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く

 
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
『
還
魂
記
』
は
輯
録
さ
れ
て
い
な
い
。
尚
、
乾
隆
二
十
九

 
年
か
ら
同
三
十
九
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の
は
『
時
興
雅
調
綴
白
装
新
集
』
、

 
乾
隆
四
十
二
年
(
一
七
七
七
)
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は
『
新
訂
時
調
毘
腔
綴
白
装
』

 
と
言
う
。
本
稿
で
用
い
た
「
善
本
戯
曲
叢
刊
」
所
牧
『
綴
白
装
』
は
武
林
鴻
文
堂
梓

 
行
本
で
あ
る
。
尚
、
『
綴
白
装
』
に
つ
い
て
は
穎
陶
氏
「
談
綴
白
装
」
(
『
劇
學
月
刊
』

 
第
三
全
周
七
期
、
 
一
九
三
四
)
、
林
図
無
氏
「
舶
載
書
目
所
録
雪
白
裏
全
集
繹
義
」

 
(
『
天
理
大
學
地
盤
』
第
一
四
〇
輯
、
一
九
八
三
)
が
あ
る
。

(
5
)
 
同
治
九
年
(
一
八
七
〇
)
序
刊
の
王
錫
純
輯
『
邊
雲
閣
曲
譜
』
序
に
は
「
『
綴

 
白
嚢
』
出
、
白
文
倶
全
、
善
思
者
輩
再
興
指
南
」
と
あ
り
、
上
演
用
の
脚
本
と
し
て

 
用
い
績
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
尚
、
『
遇
受
話
曲
譜
』
は
東
京
大
學
東
洋
文
化
研

 
究
所
倉
石
文
庫
講
本
を
用
い
た
。

(
6
)
 
原
文
は
「
玩
花
主
人
所
編
『
綴
螢
袋
』
廣
蒐
艶
麗
、
羅
煤
励
Y
繍
、
非
僅
悦
人
心

 
目
、
深
可
醒
諮
至
精
、
豊
與
鐘
史
淫
詞
踊
人
蕩
検
者
同
謎
語
也
。
第
其
中
去
取
損

 
盤
、
事
事
白
鍵
。
乾
隆
癸
未
夏
、
有
心
子
浩
思
、
胴
繁
盛
漏
、
循
其
事
而
復
綴
其

 
新
、
欲
謹
當
世
之
知
音
者
」
。

(
7
)
 
『
審
音
監
古
町
』
に
は
『
琵
琶
記
』
『
荊
銀
記
』
『
紅
梨
記
』
『
野
鼠
孫
』
『
長
生

 
殿
』
『
牡
丹
亭
』
『
西
砂
記
』
『
鳴
鳳
記
』
『
鐵
冠
圖
』
が
計
五
十
五
齢
、
「
績
選
」
と

銘
打
つ
『
西
廟
記
』
『
紅
梨
記
』
『
牡
丹
亭
』
『
長
生
殿
』
『
鐵
冠
圖
』
が
計
十
餉
牧
め

 
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
工
区
氏
に
は
「
冠
雪
表
演
藝
術
的
一
代
範
本
一
『
審
音
豊
古

録
』
」
(
『
戯
劇
論
』
一
九
六
一
年
第
十
九
・
二
十
期
合
刊
)
が
あ
り
、
葉
長
海
氏
の

 
『
中
袴
戯
劇
學
史
稿
』
(
上
海
文
藝
出
版
肚
、
一
九
八
六
)
第
十
一
章
「
清
中
期
戯
劇

 
學
狙
撃
成
就
」
に
も
言
及
が
あ
る
。

(
8
)
 
原
文
は
「
東
郷
王
子
縫
善
、
偶
干
京
師
得
『
母
音
豊
古
録
』
一
編
。
選
劇
六
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
七
七



 
 
 
 
 
 
日
本
中
國
學
會
報
 
第
四
十
七
集

六
折
、
細
定
評
注
、
曲
則
抑
揚
頓
挫
、
白
則
緩
急
高
低
、
容
則
周
旋
進
退
、
莫
不
曲

折
傳
酔
、
展
巻
畢
現
。
越
智
拍
・
正
宮
・
辮
講
・
高
嶺
、
子
鼠
黍
而
析
芒
秒
、
亦
復

習
具
苦
心
、
謂
奄
有
三
長
而
爲
不
易
之
指
南
可
也
。
…
髪
遺
旨
知
得
原
板
、
戟
嵐
綠
]

 
南
、
怪
事
補
饒
、
便
公
同
好
」
。

(
9
)
 
『
審
三
嘆
月
録
』
に
牧
め
ら
れ
る
『
荊
連
記
』
「
上
路
」
(
原
作
第
四
十
一
餉
「
曙

 
増
」
)
の
網
批
「
此
餉
乃
孫
九
皐
首
書
、
身
様
錐
雑
、
倶
係
書
癖
、
惟
恐
失
傳
、
故

載
身
段
」
の
孫
九
皐
、
『
還
魂
記
』
「
冥
剣
」
の
眉
批
「
地
響
工
尺
、
教
習
陳
雲
九

傳
」
の
陳
雲
九
は
、
と
も
に
揚
州
の
俳
優
を
列
適
す
る
乾
隆
間
刊
『
揚
州
甕
筋
録
』

 
巻
五
「
新
城
北
一
下
」
に
「
老
外
孫
九
皐
、
年
九
十
早
堀
『
琵
琶
記
』
「
遺
囑
」
、
令

 
人
無
死
」
「
小
生
陳
雲
九
、
年
九
十
演
『
繰
補
記
』
「
吟
唱
睨
靴
」
一
偏
、
風
流
横
溢
、

化
工
之
技
」
と
あ
る
。

(
1
0
)
 
田
仲
一
成
氏
「
十
五
・
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
江
南
地
方
劇
の
攣
質
に
つ
い

 
て
」
(
五
)
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
十
二
珊
、
一
九
七
七
)
、
の
ち
に
『
中

 
國
祭
祀
演
劇
研
究
』
(
東
京
大
學
出
版
會
、
 
一
九
八
一
)
の
第
二
篇
に
「
祭
祀
演
劇

 
の
展
開
」
と
し
て
牧
む
。

(
1
1
)
 
『
還
魂
記
』
は
實
際
に
は
岬
山
腔
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
と
推

 
定
さ
れ
、
前
掲
注
(
2
)
の
『
還
魂
記
』
の
散
駒
を
牧
め
る
明
清
の
戯
曲
暦
本
に
お

 
い
て
も
、
『
詞
林
逸
響
』
に
は
魏
良
輔
の
『
曲
律
』
を
「
毘
腔
原
始
」
と
改
題
し
て

蔑
め
、
『
酔
恰
情
』
も
目
録
題
を
「
時
二
二
腔
」
に
作
る
。
ま
た
『
黒
白
義
』
に
お

 
い
て
は
目
録
題
、
内
題
と
も
に
「
時
儀
毘
腔
」
と
銘
打
た
れ
て
お
り
、
『
審
音
豊
古

 
録
』
に
零
し
て
は
前
掲
注
(
9
)
に
掲
げ
た
『
揚
州
耳
順
録
』
に
よ
れ
ば
孫
九
皐
.
 

 
陳
雲
九
と
も
に
周
部
(
山
山
腔
)
の
俳
優
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
『
菊
部
華
英
』

 
(
同
治
十
二
年
・
一
八
七
三
序
刊
)
の
記
録
に
よ
れ
ぽ
、
同
治
末
年
の
北
京
で
『
還

 
魂
記
』
の
「
學
堂
」
「
游
園
驚
夢
」
「
尋
夢
」
「
拾
書
叫
蜜
」
「
圓
駕
」
を
演
唱
で
き
る

 
俳
優
は
延
べ
三
十
四
人
目
實
激
三
十
人
)
お
り
、
こ
の
う
ち
寛
生
・
毘
旦
専
業
の
俳

 
優
は
延
べ
十
八
人
(
五
重
十
六
人
)
で
、
他
は
青
三
等
と
の
兼
檀
で
あ
る
。

(
1
2
)
 
以
下
、
本
稿
で
は
『
還
魂
記
』
は
懐
徳
堂
本
な
ど
の
明
版
を
校
勘
し
た
も
の
を

一
七
八

用
い
る
。

(
1
3
)
 
『
綴
白
装
』
「
學
堂
」
の
【
前
腔
(
捧
角
釘
)
】
最
言
句
「
我
是
個
徽
娃
娃
悠
生
禁

 
受
継
直
路
打
」
は
潟
夢
龍
改
血
の
【
捧
角
児
序
】
「
俺
藍
島
娃
野
生
禁
受
慧
般
毒
打
」

 
を
襲
用
し
、
『
審
音
監
古
録
』
「
學
堂
」
の
同
曲
最
重
句
「
像
待
打
這
畦
畦
桃
李
門
糖

瞼
把
負
罪
人
読
熱
」
は
、
上
掲
凋
夢
龍
証
本
と
直
写
循
監
本
第
三
折
「
延
師
」
の

 
【
胃
腔
(
捕
角
児
)
】
 
「
那
些
個
春
風
桃
李
門
臆
之
下
」
を
も
併
せ
て
書
き
改
め
ら
れ

 
た
も
の
で
あ
る
。

(
1
4
)
 
本
稿
で
は
九
州
大
學
文
學
昏
睡
本
を
用
い
た
。

(
1
5
)
 
原
文
は
「
俗
増
【
隻
判
子
】
、
鄙
偲
可
厭
、
今
不
録
」
。

(
1
6
)
 
前
掲
注
(
5
)
『
遇
立
掛
曲
譜
』
所
牧
「
筆
才
」
は
『
野
竹
高
古
録
』
に
概
ね

 
同
様
で
あ
る
。
こ
の
演
出
が
近
代
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
梅
蘭
芳
氏
口
述
.
 

 
許
姫
傳
氏
記
『
舞
壷
生
活
四
十
年
』
(
挙
明
出
版
杜
、
一
九
五
二
)
、
及
び
梅
氏
等
の

 
演
唱
に
係
る
唱
片
(
『
昆
劇
遊
園
灘
酒
』
上
下
、
香
港
藝
陰
道
片
A
T
C
-
4
5
・
4
6
、

 
九
州
大
學
二
黒
圖
書
館
濱
文
庫
藏
)
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(
1
7
)
 
潟
夢
龍
改
本
の
【
五
般
宜
】
は
二
箇
是
意
昏
昏
夢
魂
顛
、
 
一
箇
野
心
取
取
麗

 
重
患
、
 
一
箇
是
巫
山
女
紅
夏
雲
雨
天
、
 
一
箇
桃
花
徽
愚
臣
成
劉
玩
、
 
一
箇
精
神
武

 
展
、
一
箇
漱
娯
恨
淺
、
他
雨
下
裡
萬
種
恩
情
、
則
随
這
落
花
児
一
會
輻
」
で
あ
る
。

(
1
8
)
 
本
稿
で
は
京
都
大
白
文
興
部
藏
本
を
用
い
た
。

(
1
9
)
 
古
く
は
『
二
言
七
籔
』
巻
一
二
二
下
「
股
文
鮮
」
に
「
女
子
花
御
」
の
名
が
見

 
え
る
よ
う
に
、
花
野
は
唐
宋
以
來
の
民
間
の
傳
承
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
鐘
楼
馴
初
の
戯
曲
で
は
、
採
芝
客
撰
『
鴛
鴛
夢
』
第
十
六
駒
「
合
夢
」
に
夢
神
の
導

 
き
で
四
壁
と
崔
嬌
?
翌
ｪ
夢
の
中
で
漱
會
を
果
た
し
、
六
人
の
花
虻
が
慶
賀
す
る
場
面

 
が
描
か
れ
る
。
ま
た
衰
棟
『
書
隠
曲
説
』
(
『
新
曲
苑
』
、
中
華
書
局
、
 
一
九
四
〇
)

 
は
、
『
還
魂
記
』
上
演
に
お
け
る
十
二
花
時
登
場
の
由
來
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

(
2
0
)
 
潟
夢
龍
に
よ
る
愛
改
に
つ
い
て
、
趙
蚕
齢
氏
「
談
『
牡
丹
亭
』
的
改
編
」
(
『
戯

 
曲
筆
談
』
、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
)
は
曲
律
の
面
か
ら
言
及
す
る
。

(
2
1
)
 
改
本
に
挿
入
さ
れ
る
方
言
が
卑
語
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
岩
城
秀
夫
氏



「
南
戯
に
お
け
る
呉
語
の
求
濫
¥
」
(
『
日
本
中
國
學
画
報
』
第
五
集
、
一
九
五
三
。
の

 
ち
に
『
中
豊
戯
曲
演
劇
研
究
』
、
即
自
肚
、
一
九
七
三
、
に
も
工
む
)
、
及
び
前
掲
注

 
(
1
0
)
田
仲
一
成
氏
に
夙
に
指
摘
が
あ
る
。

(
2
2
)
 
前
掲
注
(
2
1
)
。

(
2
3
)
 
前
掲
注
(
1
6
)
室
蘭
単
二
口
信
書
、
演
唱
唱
片
に
よ
れ
ぽ
、
睡
魔
紳
も
や
は
り

近
代
に
お
い
て
も
演
出
さ
れ
る
。
ま
た
明
末
清
初
の
戯
曲
で
は
、
語
意
有
意
『
玉
映

記
』
第
三
十
四
齢
「
陰
剣
」
に
癸
竪
沸
の
命
で
睡
魔
騨
が
王
商
を
夢
に
引
き
入
れ
る

 
場
面
が
描
か
れ
る
。

(
2
4
)
 
前
掲
注
(
5
)
『
遇
雲
閣
曲
譜
』
に
は
、
「
驚
夢
」
の
外
に
「
悪
習
」
「
勧
農
」

 
「
遊
園
」
「
尋
夢
」
「
黒
黒
」
「
叫
書
」
「
問
路
」
が
輯
録
さ
れ
る
が
、
構
成
の
攣
改
、

曲
僻
捌
省
等
の
攣
改
は
概
ね
『
鎚
音
豊
古
録
』
に
同
様
で
あ
る
。

(
2
5
)
 
前
掲
注
(
1
0
)
。

(
2
6
)
 
丸
圧
塁
塞
「
明
代
南
戯
五
大
腔
調
号
其
支
流
」
(
『
戯
曲
小
説
叢
考
』
、
中
華
書

 
局
、
一
九
七
九
)
に
よ
れ
ぽ
、
毘
山
・
海
盤
腔
の
圭
た
る
観
客
層
は
士
大
夫
、
ざ

 
陽
・
鯨
挑
腔
の
そ
れ
は
庶
民
で
あ
っ
た
。

(
2
7
)
 
前
掲
注
(
2
1
)
。

(
2
8
)
 
當
時
の
北
京
の
劇
場
に
つ
い
て
は
濱
一
衛
氏
『
日
本
藝
能
の
源
流
-
散
樂
考

 
1
』
(
角
川
書
店
、
一
九
六
八
)
に
詳
し
い
。

(
2
9
)
 
王
利
器
氏
輯
録
『
元
明
清
三
代
禁
殿
小
設
戯
曲
史
料
』
(
上
海
古
籍
出
版
杜
、

 
一
九
八
一
)
所
牧
。
原
文
は
「
京
師
内
城
、
不
許
開
設
戯
館
、
永
行
禁
止
。
城
外
戯

 
館
、
煤
覧
L
悪
棍
借
端
生
事
、
該
司
坊
官
査
掌
」
。

(
3
0
)
 
前
掲
注
(
2
9
)
王
氏
輯
録
書
所
牧
『
大
清
世
潤
洛
寫
c
帝
實
録
』
巻
十
八
。

(
3
1
)
 
前
掲
注
(
2
9
)
王
氏
輯
録
書
所
牧
。
原
文
は
「
前
門
外
戯
園
酒
館
、
倍
多
干
前
、

 
八
旗
當
差
人
等
、
前
往
游
戯
者
、
亦
復
不
少
。
…
傍
令
都
氏
洛
ﾜ
城
順
天
府
各
衙
門
示

 
曉
浴
浴
A
實
貼
各
戯
園
酒
館
、
禁
止
旗
人
出
入
」
。

(
3
2
)
 
原
文
は
「
江
蘇
布
政
使
胡
文
伯
禁
戯
園
、
商
質
乃
假
會
館
以
演
劇
」
。

(
3
3
)
 
原
文
は
「
嘉
道
之
際
、
海
内
宴
安
、
士
紳
謙
會
、
非
音
不
樽
、
而
郡
邑
城
郷
、

 
 
 
 
 
 
清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣

 
歳
時
二
三
、
野
南
不
黙
劇
」
。

(
3
4
)
 
原
文
は
「
金
閣
戯
園
上
下
十
露
量
、
居
巨
弾
宴
會
、
皆
入
戯
書
、
虐
待
客
之

便
」
。

(
3
5
)
 
沈
環
に
封
ず
る
反
駁
は
「
答
孫
侯
居
」
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
版
二
二
)
に
、

 
呂
玉
露
に
封
ず
る
そ
れ
は
「
答
凌
二
成
」
(
同
・
四
)
・
「
與
宜
羅
章
二
」
(
同
・
六
)

 
に
見
え
る
。

［
補
記
］
 
本
稿
は
李
成
六
年
度
文
部
省
科
學
硯
究
費
補
助
金
(
漿
働
研
究
A
、
題
目

 
「
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
上
演
の
實
態
に
卜
す
る
基
礎
的
研
究
」
)
に
よ
る
研
究
成
果
の

 
一
部
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
九
九
五
年
一
月
三
十
日
於
廣
島

［
補
記
二
］
 
注
(
2
)
5
所
掲
の
『
纏
頭
百
練
二
集
』
に
つ
い
て
は
北
京
盤
面
館
善
本

 
特
藏
部
藏
本
を
披
閲
す
る
を
得
た
。
同
9
『
來
鳳
館
古
今
傳
奇
』
も
同
部
に
架
藏
さ

 
れ
る
が
『
還
魂
記
』
散
齢
の
輯
録
さ
れ
る
コ
一
盛
下
・
風
懐
集
」
は
逞
し
て
存
せ
ず
、

 
目
録
で
確
認
し
得
た
の
み
で
あ
る
。
ま
た
同
部
所
藏
の
明
陳
寸
尺
撰
輯
『
精
選
鮎
板

 
髭
調
十
部
集
樂
府
先
春
』
首
巻
に
も
「
驚
夢
」
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
九
九
五
年
六
月
三
十
日
豊
北
京

一
七
九


